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阪
神
電
気
鉄
道
株
式
会
社

鴻
池
運
輸
株
式
会
社

株
式
会
社
十
川
ゴ
ム

日
清
食
品
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
株
式
会
社

住
友
フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社

津
田
産
業
株
式
会
社

株
式
会
社
�
島
屋

江
綿
株
式
会
社

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社

大
阪
府
石
油
商
業
組
合

株
式
会
社
ス
ー
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

株
式
会
社
池
田
泉
州
銀
行

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
株

式
会
社

三
井
住
友
信
託
銀
行
株
式
会

社コ
ニ
シ
株
式
会
社

岩
谷
瓦
斯
株
式
会
社

双
日
株
式
会
社

ヒ
グ
チ
産
業
株
式
会
社

田
村
駒
株
式
会
社

ロ
ー
ト
製
薬
株
式
会
社

大
阪
中
小
企
業
投
資
育
成
株

式
会
社

大
阪
シ
テ
ィ
信
用
金
庫

小
泉
株
式
会
社

西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

大
起
水
産
株
式
会
社

象
印
マ
ホ
ー
ビ
ン
株
式
会
社

株
式
会
社
か
ん
で
ん
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ

株
式
会
社
ワ
ン
ズ

一
般
社
団
法
人
大
阪
外
食
産

業
協
会

全
日
本
空
輸
株
式
会
社

伊
藤
忠
テ
ク
ノ
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
ズ
株
式
会
社

岡
安
商
事
株
式
会
社

千
房
株
式
会
社

株
式
会
社
電
通
グ
ル
ー
プ

合
同
会
社
ユ
ー
・
エ
ス
・
ジ

ェ
イ

大
阪
文
具
事
務
用
品
協
同
組

合株
式
会
社
錢
高
組

株
式
会
社
関
電
Ｌ
＆
Ａ

株
式
会
社
大
西

株
式
会
社
ダ
イ
ヘ
ン

タ
カ
ラ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
株
式

会
社

株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル

大
阪
府
印
刷
工
業
組
合

株
式
会
社
マ
ン
ダ
ム

大
阪
市
高
速
電
気
軌
道
株
式

会
社

エ
イ
チ
・
ツ
ー
・
オ
ー

リ

テ
イ
リ
ン
グ
株
式
会
社

太
陽
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
竹
中
工
務
店

近
電
商
事
株
式
会
社

株
式
会
社
日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
サ
ポ
ー
ト

辰
野
株
式
会
社

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

北
港
運
輸
株
式
会
社

大
日
本
除
虫
菊
株
式
会
社

長
瀬
産
業
株
式
会
社

日
本
航
空
株
式
会
社

オ
リ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社

株
式
会
社
酉
島
製
作
所

田
辺
フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社

株
式
会
社
ｉ
―
ｐ
ｌ
ｕ
ｇ

大
阪
冶
金
興
業
株
式
会
社

株
式
会
社
大
阪
取
引
所

ダ
イ
ダ
ン
株
式
会
社

株
式
会
社
フ
ジ
キ
ン

阪
和
興
業
株
式
会
社

大
阪
ニ
ッ
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

工
業
協
同
組
合

学
校
法
人
近
畿
大
学

株
式
会
社
小
倉
屋
山
本

学
校
法
人
常
翔
学
園

中
西
金
属
工
業
株
式
会
社

千
里
山
バ
ス
株
式
会
社

小
倉
屋
株
式
会
社

江
崎
グ
リ
コ
株
式
会
社

株
式
会
社
関
西
み
ら
い
銀
行

協
同
組
合
関
西
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
連
合

■
上
位
得
票
者
と
得
票
数

（
１０
位
ま
で
）

�
株
式
会
社
竹
中
工
務
店

２
６
１
２
票

�
阪
神
電
気
鉄
道
株
式
会
社

２
４
６
２
票

�
阪
和
興
業
株
式
会
社

２
３
２
１
票

�
大
阪
府
印
刷
工
業
組
合

２
３
０
５
票

	
大
阪
シ
テ
ィ
信
用
金
庫

２
２
８
２
票



田
辺
フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社

２
０
５
０
票

�
住
友
フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社

１
９
８
４
票

�
ロ
ー
ト
製
薬
株
式
会
社

１
９
４
１
票



千
房
株
式
会
社１

９
１
９
票

�
株
式
会
社
池
田
泉
州
銀
行

１
８
２
７
票

【
問
合
せ
】
会
員
組
織
担
当

�
６
９
４
４
・
６
２
５
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
１４
日
、
１
号
議
員
選
挙
の
投
開
票
を
実
施
し
た
。
今
回
選
挙
し
た
１
号
議
員
の
任
期
は
今
年

１１
月
１
日
か
ら
２
０
２
９
年
１０
月
３１
日
ま
で
の
３
年
間
で
、
定
数
７６
人
に
対
し
て
７７
人
（
法
人
・
団
体
）
が
立
候
補

し
た
。
投
票
総
数
は
９
万
１
８
６
９
票（
投
票
率
４５
・
８６
％
）、
最
高
得
票
数
は
２
６
１
２
票
、
当
選
人
中
の
最
低
得

票
数
は
６
５
１
票
だ
っ
た
。
同
じ
任
期
の
２
号
議
員
（
各
部
会
で
選
任
さ
れ
た
５２
人
）
と
３
号
議
員
（
議
員
総
会
で

選
任
さ
れ
た
２２
人
）
は
既
に
今
年
の
５
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
選
任
さ
れ
て
い
る
。
１
号
、
２
号
、
３
号
議
員
で
構

成
す
る
議
員
総
会
は
１１
月
２
日
に
開
か
れ
、
会
頭
、
副
会
頭
、
専
務
理
事
、
常
議
員
、
監
事
が
選
出
さ
れ
る
。

■
１
号
議
員
選
挙
当
選
人

（
立
候
補
届
出
順
）

大
阪
府
、
大
阪
市
、
大
阪
商
工
会
議
所
な
ど
地
元
自
治
体
や
経
済
団
体
で
構
成
す
る

「G
lobal

Startup
EX
PO

２０２６

実
行
委
員
会
」
は
５
〜
７
日
、
世
界
を
代
表

す
る
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
の
国
際
イ
ベ
ン
ト
「G

lobal
Startup

EX
PO

２０２６

（
Ｇ
Ｓ
Ｅ
２
０
２
６
）
」
を
、
う
め
き
た
、
中
之
島
エ
リ
ア
を
中
心
に
開
い
た
。
こ
れ
に

あ
わ
せ
大
商
も
「G

lobal
Pitch

Show
dow
n

」、「U
-ST
A
R
T
U
P
K

A
N
SA
I ２
０
２
６

」
の
オ
ー
プ
ン
ピ
ッ
チ
、「U

M
EK
IT
A
ST
A
R
T
U
P
S

Q
U
A
R
E
２０２６

」
な
ど
複
数
の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

Ｇ
Ｓ
Ｅ
２
０
２
６
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
大
商
の
鳥
井

信
吾
会
頭
（
前
列
右
か
ら
２
人

目
）
ら
が
記
念
撮
影
に
臨
ん
だ

�
５
日
、
大
阪
市
北
区

５
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｇ
Ｓ

Ｅ
２
０
２
６
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
大
商
の

鳥
井
信
吾
会
頭
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
、「
重
要
な
の
は
こ
の

３
日
間
、
た
く
さ
ん
の
連
携

の
種
が
蒔
か
れ
、
イ
ベ
ン
ト

が
終
わ
っ
た
後
に
ど
れ
だ
け

の
花
が
開
く
か
。
未
来
の
新

価
値
創
造
に
つ
な
げ
て
い
こ

う
」
と
多
様
な
主
体
が
ふ
れ

あ
う
こ
と
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
出
へ
の
期
待
を

語
っ
た
。

（左から）記念撮影する大商の相良暁副会頭、MedTe
ch Actuatorのヴィシャル キショアＣＳＯ、バズ パー
マーＣＥＯ、最優秀賞（大商賞）を受賞したSMILE C
URVEのボルジャー莉愛グローバルアウトリーチ

�
開
会
あ
い
さ
つ
に
立
つ
大
商
の
鳥
井

信
吾
会
頭
�
閉
会
あ
い
さ
つ
に
立
つ
木

村
徹
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
振
興
委
員
長

�
い
ず
れ
も
６
日
、
大
阪
国
際
会
議
場

（
大
阪
市
北
区
）

大
阪
商
工
会
議
所
と
関
西

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
は
、「U

-ST
A
R
T

U
P
K
A
N
SA
I ２
０
２
６

」

の
オ
ー
プ
ン
ピ
ッ
チ
（
最
終

審
査
会
）
を
８
日
、
大
阪
市

内
で
開
催
し
、
世
界
最
大
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
見
本
市
「
Ｃ

Ｅ
Ｓ
２
０
２
７
」
へ
の
出
展

権
を
は
じ
め
と
す
る
副
賞
受

賞
者
を
決
定
し
た
。
こ
れ
は

Ｇ
Ｓ
Ｅ
２
０
２
６
の
サ
イ
ド

イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
大

学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
な
ど

か
ら
７５
件
の
エ
ン
ト
リ
ー
が

寄
せ
ら
れ
、
書
類
審
査
を
通

過
し
た
１０
者
が
オ
ー
プ
ン
ピ

ッ
チ
に
臨
ん
だ
。

事
業
会
社
や
金
融
機
関
な

ど
約
１
７
０
人
の
参
加
者
が

見
守
る
中
、
各
者
の
プ
レ
ゼ

ン
が
行
わ
れ
、K

anaria
T
ech

が
２
０
２
７
年
１
月

に
開
催
さ
れ
る
「
Ｃ
Ｅ
Ｓ
２

０
２
７
」
へ
の
出
展
権
を
獲

得
し
た
。
ま
た
、
静
岡
大
学

発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
Ｓ
Ｕ

ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｅ
が
、
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
利
用
権

が
付
い
た
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ

タ
ル
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、

事
業
成
長
を
後
押
し
す
る
多

様
な
副
賞
が
提
供
さ
れ
た
。

会
場
で
は
、
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
と
の
連
携
に
関
心
を
持

つ
事
業
会
社
１７
社
に
よ
る

「
共
創
パ
ー
ト
ナ
ー
」
な
ど

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
も
実
施
。
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
、
事
業
会
社
な
ど
が

集
い
、
新
た
な
共
創
の
機
会

を
創
出
す
る
機
会
と
な
っ

た
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
６

日
、
提
携
す
る
メ
ド
テ
ッ
ク

（
医
療
技
術
）
専
門
ア
ク
セ

ラ
レ
ー
タ
「M

edT
ech

A
ctuator

」
と
と
も
に
、

医
療
・
健
康
分
野
の
課
題
解

決
に
挑
む
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

に
よ
る
ピ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト

の
世
界
決
勝
「G

lobal
Pitch

Show
dow
n

」

を
昨
年
に
続
い
て
大
阪
市
内

で
開
い
た
。
国
内
外
２７
カ
国

１
１
７
社
か
ら
選
び
抜
か
れ

た
８
社
が
登
壇
し
た
。

医
療
関
連
企
業
、
医
療
従

事
者
、
国
内
外
の
投
資
・
金

融
機
関
、
在
日
海
外
公
館
ら

２
０
９
人
が
来
場
。
大
商
の

鳥
井
信
吾
会
頭
は
開
会
あ
い

さ
つ
で
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

は
経
済
の
出
発
点
。
そ
の
原

点
に
あ
る
の
は
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
。
あ
ら
ゆ
る
企
業
は

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
か
ら
始
ま

っ
た
」
と
述
べ
た
。

８
社
は
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン

を
行
い
、「
視
神
経
周
辺
の
圧

力
差
を
是
正
す
る
緑
内
障
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
」
な
ど
、
世
界

の
医
療
課
題
に
応
え
る
技

術
、ア
イ
デ
ア
を
披
露
し
た
。

最
優
秀
賞（
大
商
賞
）に
は
、

被
曝
せ
ず
に
側
弯
症
の
早
期

発
見
を
補
助
す
る
３
Ｄ
ス
キ

ャ
ン
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た

SM
ILE

C
U
R
V
E

（
東

京
都
板
橋
区
）
が
選
ば
れ
、

賞
金
５
０
０
万
円
を
獲
得
。

相
良
暁
副
会
頭
か
ら
、
サ
イ

ン
ボ
ー
ド
が
授
与
さ
れ
た
。

木
村
徹
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

振
興
委
員
長
は
閉
会
あ
い
さ

つ
で
「
万
博
レ
ガ
シ
ー
と
し

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
コ
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

【
問
合
せ
】
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
振
興
担
当
�
６
９
４
４

・
６
４
８
４

�特集�中小企業の事業引継ぎ ハン
ズオン支援 �
大阪商工会議所が取り組む「事業再生

・事業承継支援」について事例を交えて
紹介する。
議員紹介・談話室 荒井 敏博氏 �
１２月に新事業共創プラットフォームの
シンポジウム �
万博閉幕１周年記念イベントに千人�

「大阪勧業展２０２６」に９千人超来場�
ミラノ・ウッチへビジネスミッション
を派遣 �

記
念
撮
影
す
る
オ
ー
プ
ン
ピ
ッ

チ
の
登
壇
者
、審
査
員
�
８
日
、

大
阪
市
北
区

大
阪
商
工
会
議
所
は
１２
月
２３
日
、

「
２
０
２
６
年
度
会
員
交
流
大
会
」

を
開
催
す
る
。
第
１
部
で
は
サ
ッ
カ

ー
指
導
者
で
元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表

監
督
の
西
野
朗
氏
を
講
師
に
迎
え
、

特
別
講
演
な
ど
を
行
う
。
第
２
部
で

は
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
場

と
し
て
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
を
実
施
す

る
。

（
２
面
に
関
連
記
事
）

大
阪
商
工
会
議
所
は
関
西

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（M
U
IC
K
ansai

）、
大

阪
産
業
局
、
堺
市
、
池
田
泉

州
銀
行
、
読
売
新
聞
大
阪
本

社
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ

シ
ス
テ
ム
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（
事
務
局
�
大
阪
産
業
局
）

と
共
同
で
、
６
〜
７
日
、
グ

ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
内
「
ロ

ー
ト
ハ
ー
ト
ス
ク
エ
ア
う
め

き
た
」（
大
阪
市
北
区
）で
、

大
阪
・
関
西
の
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
の
先
進
的
な
技
術
や
サ

ー
ビ
ス
な
ど
の
体
験
イ
ベ
ン

ト
「U

M
EK
IT
A
ST

A
R
T
U
P

SQ
U
A
R

E

」を
開
い
た
。こ
れ
は
Ｇ
Ｓ

Ｅ
２
０
２
６
の
サ
イ
ド
イ
ベ

ン
ト
の
一
つ
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
で
は
、
大
商
の
立
野
純
三

副
会
頭
が
主
催
・
共
催
団
体

を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
、

「
ア
イ
デ
ア
を
形
に
す
る
こ

と
、
そ
れ
を
見
て
・
触
れ
て

も
ら
う
こ
と
、
そ
の
反
応
を

製
品
の
さ
ら
な
る
改
善
に
活

か
す
こ
と
が
万
博
レ
ガ
シ
ー

に
つ
な
が
る
」
と
期
待
を
込

め
た
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
に
は
国

内
外
か
ら
１９
社
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
が
出
展
し
、
２
日
間

で
約
３
９
０
０
人
が
来
場
し

た
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

西野 朗氏

「大商手帳
（２０２７）」（写
真）を会員の
皆様に進呈し
ます。
大商手帳は

年間カレンダ
ーやスケジュ
ール欄、横罫
メモ、年齢早見表、路線図などで構成
され、コンパクトかつシンプルで使い
やすいデザインです。
▼期間：１１月２日から来年１月１３日ま
で（在庫がなくなり次第、終了）。
▼冊数：１会員３冊まで。
▼方法：会員部会員組織担当と各支部
の窓口でお渡し。お受け取りの際は会
員証（２０２６年度）をご提示ください。
郵送の場合、ホームページの申込フォ
ームにアクセスの上、必要事項をご入
力ください。着払いでお送りいたしま
す（１冊�１９０円、２冊�２３０円、３冊
�３２０円に着払手数料３４円を
加算）。
問合せ 会員組織担当

�６９４４・６２７４

�
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
あ
い
さ
つ
に
立
つ
大
商
の
立

野
純
三
副
会
頭
�
国
内
外
か
ら

１９
社
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
出

展
し
た
�
６
日
、大
阪
市
北
区

難
し
く
て
楽
し
い
広
告

鉄
道
車
両
の
広
告
が
昔
と

違
う
。
中
吊
り
は
鉄
道
会
社

関
係
が
多
く
苦
戦
を
感
じ
る

が
、
車
両
ジ
ャ
ッ
ク
の
よ
う

な
集
中
広
告
も
増
え
た
。
ス

マ
ホ
ば
か
り
見
て
い
る
乗
客

の
目
を
引
く
に
は
、
イ
ン
パ

ク
ト
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
。

一
方
、ド
ア
付
近
は
、乗
降
で

ス
マ
ホ
か
ら
目
を
離
す
場
所

だ
け
に
、
広
告
集
め
も
健
闘

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

大
型
集
客
事
業
を
担
当
し

て
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類

の
広
告
を
出
す
の
だ
が
、
選

ぶ
の
が
難
し
い
。

会
場
が
決
ま
っ
て
い
る
の

で
、
交
通
広
告
は
来
場
経
路

の
駅
に
出
す
。
ポ
ス
タ
ー
に

加
え
、
近
年
は
サ
イ
ネ
ー
ジ

広
告
が
増
え
て
き
た
。
モ
ニ

タ
ー
が
い
く
つ
も
並
ん
で
い

る
の
だ
が
、
画
面
別
に
は
枠

を
買
え
ず
、「
〇
分
毎
に
〇

秒
」
の
時
間
枠
を
買
っ
て
、

全
画
面
同
じ
広
告
が
出
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
も
イ
ン
パ

ク
ト
勝
負
な
の
か
。
実
際
に

自
分
が
出
し
た
広
告
が
多
く

の
画
面
に
映
る
と
、
ち
ょ
っ

と
し
た
感
動
が
あ
る
。

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
向
け

の
ネ
ッ
ト
広
告
は
、
年
齢
や

役
職
別
に
表
示
対
象
を
設
定

で
き
る
の
が
魅
力
だ
。

加
え
て
新
聞
折
込
広
告

も
、
反
応
が
あ
り
欠
か
せ
な

い
。
今
こ
の
コ
ラ
ム
を
読
ん

で
く
だ
さ
っ
て
い
る
あ
な

た
、
紙
の
新
聞
も
ま
だ
ま
だ

有
望
で
す
よ
。
本
紙
に
も
広

告
ご
出
稿
い
た
だ
け
ま
す
。

（
た
）

◆個人情報の取り扱い 大阪商工会議所が主催するセ
ミナーなどの参加申込書にご記入いただいた情報は、大
商からの各種連絡・情報提供に利用するほか、講師には
参加者名簿として提供します。

会員の皆様に大商手帳を進呈

１１
号号
議議
員員
７７６６
人人
選選
出出

全
議
員
の
改
選
終
了

１１
月
か
ら
新
任
期

大
学
発
Ｓ
Ｕ
事
業
展
開
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｃ
Ｅ
Ｓ
２
０
２
７
出
展
企
業
を
決
定

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
技
術
、サ
ー
ビ
ス

体
験
イ
ベ
ン
ト
に
約
３９００
人
来
場

医
療
系
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
競
う

国
際
ピ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
の
世
界
決
勝

昨
年
に
続
き
大
阪
で
開
催

https���www. facebook. com�
osakacci�

大阪商工会議所
Facebook

@osaka.cci

大阪商工会議所
Instagram

@mail04osakacci

取引先開拓Ｘ
大阪商工会議所

https���www.osaka.cci.or.jp�
dnews�
ログインＩＤ d2026

ＷＥＢ版
大商ニュース

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

鳥
井
会
頭
が
あ
い
さ
つ

１２
月
２３
日
に
会
員
交
流
大
会

ＧＳＥ２０２６

先
端
技
術
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

国
際
イ
ベ
ン
ト
が
大
阪
で
開
催

大
商

関
連
事
業
実
施
に
注
力

２０２６年（令和８年）１０月２５日 日曜日大 商 ニ ュ ー ス（昭和４９年８月２０日第３種郵便物認可）第 号１４０６（１）
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大
阪
・
京
都
・
神
戸
の
３
商
工
会
議
所
は
１２
月
２
日
、

「
新
事
業
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
中

小
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
世
界
を
狙
う
新
事
業
を
生
み
出

す
道
筋
」
を
開
く
。
万
博
レ
ガ
シ
ー
の
具
体
化
に
向
け
、

中
小
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
新
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
の
社
会

実
装
を
支
援
す
る
「
新
事
業
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

事
業
の
一
環
。
大
商
の
立
野
純
三
副
会
頭
を
は
じ
め
中
小

企
業
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
経
営
者
、支
援
者
が
登
壇
し
、

関
西
の
中
小
企
業
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
新
事
業
の
社
会

実
装
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

立
野
副
会
頭
に
続
き
、「
新
事

業
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
務
め
る
さ
く
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
田
中
邦
裕

社
長
が
、
関
西
か
ら
新
事
業

を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
や
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
に
向
け
た
関
西
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
に
つ
い
て
基
調

講
演
す
る
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、A

T
T

O
&
C
o.

の
足
立
崇
彰
社

長
（
元
日
本
郵
政
キ
ャ
ピ
タ

ル
社
長
）
の
モ
デ
レ
ー
ト
の

も
と
、
田
中
社
長
、
同
じ
く

ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
産
業
革
新
投
資
機
構
の
瀬

口
二
郎
社
長
、立
野
副
会
頭
、

大
阪
・
関
西
万
博
に
出
展
し

さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
す
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
の
染
田
貴
志

社
長
、
大
学
発
シ
ー
ズ
の
社

会
実
装
・
事
業
化
に
取
り
組

む
神
戸
大
学
の
喜
多
隆
理
事

・
副
学
長
が
登
壇
。「
万
博
レ

ガ
シ
ー
に
期
待
す
る
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
、
万
博
を
契
機

に
高
ま
っ
て
い
る
中
小
・
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
新
事
業
創

出
の
動
き
を
ど
の
よ
う
に
具

体
的
な
レ
ガ
シ
ー
に
つ
な
げ

て
い
く
か
、
事
業
会
社
や
支

援
機
関
と
の
協
業
の
重
要
性

な
ど
に
つ
い
て
、
各
々
の
視

点
か
ら
議
論
す
る
。

名
刺
交
換
・
交
流
会
で

は
、
関
西
の
フ
ー
ド
テ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
試
食
ブ

ー
ス
を
出
展
す
る
な
ど
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
開
発
す
る

最
先
端
の
サ
ー
ビ
ス
や
商
品

に
触
れ
ら
れ
る
機
会
も
設
け

る
。
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪

の
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ（
大
阪

市
北
区
）
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

「
石
か
ら
水
素
を
つ
く
る
」

「
木
か
ら
道
路
を
つ
く
る
」

「
希
少
金
属
を
使
わ
ず
に
グ

リ
ー
ン
水
素
を
つ
く
る
」

�
�
。「
こ
れ
ま
で
の
常
識
を

ひ
っ
く
り
返
す
」
グ
リ
ー
ン

テ
ッ
ク
分
野
の
最
新
技
術
・

サ
ー
ビ
ス
を
持
つ
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
が
こ
の
ほ
ど
、
大
阪

に
集
ま
っ
た
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
７

日
、
大
阪
市
内
で
「O

sak
a
Springboard ２０２６
G
SE

編A
sia-Pacific

G
reentech

Editio
n

」
を
「G

lobal
Start

up
EX
PO

２０２６

」
の
サ

イ
ド
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催

し
た
。

韓
国
か
ら
３
社
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
５
社
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
登
壇
。
日

本
企
業
と
の
連
携
を
見
据

え
、
各
社
が
自
社
の
技
術
や

サ
ー
ビ
ス
を
ピ
ッ
チ
形
式
で

紹
介
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
と
日
本

の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ

シ
ス
テ
ム
を
ど
う
つ
な
ぐ
か

を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
実
施
。

参
加
者
か
ら
は
、「
海
外
の

新
た
な
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
」「
ぜ
ひ

個
別
に
商
談
し
た
い
」
と
い

っ
た
、
具
体
的
な
ビ
ジ
ネ
ス

連
携
へ
の
期
待
の
声
が
寄
せ

ら
れ
た
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０大

阪
商
工
会
議
所
は
１２
月

２３
日
、「
２
０
２
６
年
度
会
員

交
流
大
会
」
を
開
催
す
る
。

（
１
面
参
照
）

第
１
部
で
は
、
サ
ッ
カ
ー

指
導
者
で
元
サ
ッ
カ
ー
日
本

代
表
監
督
の
西
野
朗
氏
を
講

師
に
迎
え
て
、
特
別
講
演
を

行
う
。
こ
の
ほ
か
に
今
年
、

新
入
会
員
を
多
数
紹
介
い
た

だ
い
た
「
組
織
基
盤
強
化
貢

献
者
」
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式

や
、
大
阪
の
地
域
経
済
・
産

業
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
果

た
し
た
方
を
表
彰
す
る
「
大

阪
活
力
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２

６
」
の
表
彰
式
も
実
施
す

る
。第

２
部
で
は
、
会
員
相
互

の
親
睦
と
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
を

深
め
る
場
と
し
て
立
食
形
式

で
の
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
を
実

施
す
る
。

午
後
３
時
３０
分
〜
７
時
、

大
商
で
。
第
１
部
は
参
加
無

料
。
第
２
部
の
交
流
パ
ー
テ

ィ
ー
は
、
参
加
費
８
０
０
０

円
。
定
員
は
第
１
部
６
０
０

人
、
第
２
部
２
５
０
人
（
申

込
先
着
順
）。
会
員
限
定
。

【
問
合
せ
】
会
員
組
織
担
当

�
６
９
４
４
・
６
２
７
７

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
大

阪
産
業
局
、
大
阪
府
、C

o
unter

C
lub

Japan

と
共
催
で
６
日
、「
関
西
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
勉
強

会（
１０
月
特
別
回
）」を
大
阪

市
内
で
開
催
し
た
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
関
西
の

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
加
速
さ
せ
る
実
践
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
、
今
回
は
「G

l
obal

Startup
EX
P

O
２
０
２
６

」
の
サ
イ
ド
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
開
催
。
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
の
第
一
線
を
走
る

日
系
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
投

資
・
新
規
事
業
リ
ー
ダ
ー
陣

で
あ
るK

YO
C
ER
A

V
enture

の
小
泊
建
二
氏

と
三
井
化
学
３
２
１C

atal
yst
V
entures

の
塚
本

美
帆
氏
が
表
舞
台
で
は
語
ら

れ
な
い
実
践
知
や
リ
ア
ル
な

決
断
の
裏
側
に
つ
い
て
講
演

し
た
。

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
や
新
規
事
業
に
関
心
の
あ

る
約
１
０
０
人
が
参
加
。
参

加
者
か
ら
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル

な
環
境
で
ど
の
よ
う
に
新
規

事
業
立
ち
上
げ
や
投
資
の
意

思
決
定
を
行
っ
て
い
る
の
か

を
知
る
良
い
機
会
と
な
っ

た
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。
懇
親
会
で
は
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
新
規
事

業
の
関
心
の
あ
る
参
加
者
同

士
の
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ

た
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

西野 朗氏

所
属
会
社
の
安
泰
ニ
ッ
ト

は
、
通
販
事
業
者
向
け
の
ニ

ッ
ト
、
カ
ッ
ト
ソ
ー
製
品
の

企
画
・
提
案
・
製
造
を
主
体

に
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
で
の
ネ

ッ
ト
通
販
も
行
う
。

１
９
４
７
年
以
来
、
本
社

を
構
え
て
い
た
大
阪
市
旭
区

か
ら
今
年
、
同
市
北
区
西
天

満
に
移
転
し
た
。心
機
一
転
、

創
業
の
地
（
西
区

靭
）
の

近
く
に
戻
っ
た
拠
点
で
、
業

容
拡
大
を
目
指
す
。

日
本
繊
維
輸
入
組
合
に
よ

る
と
、
２
０
２
５
年
に
国
内

で
供
給
さ
れ
た
衣
料
の
う

ち
、国
産
は
数
量
ベ
ー
ス
で
、

わ
ず
か
１
・
１
％
だ
っ
た
。

「
衣
食
住
」
は
、
国
民
生
活

を
支
え
る
３
大
要
素
。「
食
」

の
国
内
自
給
率
（
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
で
約
３８
％
）
を
大
き

く
下
回
る「
衣
」の
現
状
に
、

国
産
に
こ
だ
わ
る
メ
ー
カ
ー

と
し
て「
我
慢
が
な
ら
な
い
」

と
憤
る
。

２
０
２
４
年
か
ら
、
大
阪

ニ
ッ
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
工
業

協
同
組
合
理
事
長
を
務
め

る
。他
産
地
と
も
協
力
し
て
、

政
府
に
対
し
、
経
済
安
全
保

障
の
面
か
ら
も
、
国
内
メ
ー

カ
ー
の
支
援
を
要
請
し
て
い

く
方
針
だ
。

一
方
、
糸
、
編
織
、
染
色
、

縫
製
の
各
メ
ー
カ
ー
が
協
力

し
て
新
製
品
を
生
み
出
す
動

き
が
出
て
き
た
と
い
う
。「
メ

ー
カ
ー
同
士
が
技
術
を
持
ち

寄
り
、
日
本
だ
け
で
な
く
、

世
界
の
消
費
者
に
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｉ
Ｎ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
良

さ
を
、
製
品
輸
出
を
取
り
戻

し
た
い
」

タ
テ
の
協
業
ば
か
り
で
な

く
、
同
業
同
士
の
ヨ
コ
の
動

き
も
あ
る
と
い
う
。「
染
色
な

ど
、
日
本
の
技
術
は
世
界
最

高
な
の
で
、
日
本
の
復
権
に

つ
な
げ
た
い
」
と
。

座
右
の
銘
は
「
老
驥
櫪
に

伏
す
と
も
志
千
里
に
在

り
」。
中
国
・
三
国
志
、
魏
の

曹
操
が
詠
ん
だ
「
歩
出
夏
門

行
」
と
い
う
詩
の
一
節
で
、

駿
馬
（
驥
）
は
年
老
い
て
厩

（
櫪
）
で
横
に
な
っ
て
も
、

千
里
を
ゆ
く
志
は
保
っ
て
い

る
、
と
の
意
だ
。
毎
日
、
こ

れ
を
読
ん
で
、
意
思
を
保
つ

術
（
す
べ
）
に
し
て
い
る
。

（
細
）

大
阪
商
工
会
議
所
で
実
施

い
た
し
ま
し
た
「
令
和
８
年

熊
本
地
震
」
災
害
支
援
金
の

結
果
は
、
次
の
通
り
と
な
り

ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
、
厚
く
御
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

◇
お
預
か
り
し
た
支
援
金
額

�
１
１
１
３
万
円

◇
寄
贈
先
�
被
災
商
工
会
議

所
お
よ
び
商
工
会
議
所
連
合

会◇
使
途
�
被
災
事
業
者
の
事

業
再
開
お
よ
び
事
業
継
続
に

向
け
た
支
援
、
被
災
商
工
会

議
所
の
復
旧
・
活
動
支
援
な

ど【
問
合
せ
】
総
務
担
当
�
６

９
４
４
・
６
２
１
５

大
阪
・
京
都
・
神
戸
の
３

商
工
会
議
所
は
１２
月
１８
日
ま

で
、「
新
事
業
共
創
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
の
ア
ク
セ
ラ
レ

ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、
万
博
で
披
露
さ
れ
た
よ

う
な
、
中
小
企
業
・
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
新
た
な
技
術
や

サ
ー
ビ
ス
を
募
集
す
る
と
発

表
し
た
。

応
募
案
件
は
、「
新
事
業
共

創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の

ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

ら
関
連
分
野
の
有
識
者
が

「
新
規
性
・
独
自
性
・
優
位

性
・
革
新
性
・
国
際
性
」「
社

会
的
イ
ン
パ
ク
ト
・
意
義
」

「
社
会
実
装
の
実
現
性
」「
事

業
化
へ
の
熱
意
」
の
４
基
準

で
審
査
す
る
。

来
年
２
月
ご
ろ
の
書
類
審

査
と
３
月
ご
ろ
の
オ
ー
プ
ン

ピ
ッ
チ
を
経
て
５
件
程
度
を

選
定
し
、
４
月
か
ら
事
業
会

社
や
支
援
機
関
な
ど
で
構
成

す
る
「
支
援
パ
ー
ト
ナ
ー
」

と
の
協
業
や
、
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
起
業
の
経
験
者
な
ど
の

「
メ
ン
タ
ー
」
に
よ
る
伴
走

な
ど
に
よ
っ
て
、
５
年
を
目

途
に
社
会
実
装
（
上
市
）
を

支
援
す
る
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
京
都

・
神
戸
の
商
工
会
議
所
と
と

も
に
１０
月
１５
日
、N

O
R
I

B
A
10
um
eda

（
大
阪

市
北
区
）
で
、
新
事
業
共
創

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
第
１
回

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
会
「
新

規
事
業
で
新
た
な
収
益
の
柱

を
作
る
共
存
共
栄
の
価
値

創
造
」
を
開
催
し
た
。

こ
れ
は
「
新
事
業
共
創
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」の
一
環

で
、
新
事
業
創
出
を
目
指
す

人
と
応
援
す
る
人
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
拡
大
が
目
的
。

第
１
回
は
松
山
工
業
の
鵜

久
森
洋
生
社
長
が
登
壇
し
、

自
身
が
直
面
し
た
新
規
事
業

開
発
の
苦
し
さ
や
、
そ
れ
を

経
て
体
得
し
た
「
ご
縁
を
大

切
に
す
る
こ
と
」「
泥
臭
い
一

歩
を
踏
み
出
す
勇
気
」「
経
験

を
積
み
重
ね
る
こ
と
」
な
ど

の
新
規
事
業
創
出
に
お
け
る

ポ
イ
ン
ト
を
語
っ
た
。

１０
月
２８
日
に
は
第
２
回

「
パ
ネ
ル
懇
談
万
博
発
！
新

事
業
の
実
装
を
目
指
す
企
業

の
取
り
組
み
」
を
開
催
す
る

の
に
続
き
、
１１
月
６
日
に
は

第
３
回
「
新
規
事
業
開
発
の

プ
ロ
が
語
る
�
思
い
つ
き
�

か
ら
走
り
出
す
事
業
化
の
メ

ソ
ッ
ド
」
を
開
催
す
る
。
テ

ィ
ッ
ピ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の
浦

野
隆
好
社
長
が
、
新
規
事
業

に
つ
な
が
る
良
質
な
思
い
つ

き
（
気
づ
き
）
を
得
る
た
め

の
意
識
や
、
ア
イ
デ
ア
か
ら

仮
説
、
検
証
、
見
直
し
、
事

業
化
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ

い
て
、
４０
年
以
上
新
規
事
業

に
関
わ
っ
て
き
た
経
験
を
も

と
に
語
る
。
午
後
３
時
〜
５

時
３０
分
、
大
阪
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
ハ
ブ
（
同
）
で
。
名
刺

交
換
・
交
流
会
に
加
え
、
終

了
後
に
懇
親
会
も
設
け
る
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

第
１
回
に
は
松
山
工
業
の
鵜
久

森
洋
生
社
長
が
登
壇
し
た
�
１５

日
、
大
阪
市
北
区

大
阪
商
工
会
議
所
は
「
第

１
８
５
回
中
小
企
業
景
況
調

査
」
の
結
果
を
取
り
ま
と
め

た
。
同
調
査
は
四
半
期
ご
と

に
実
施
し
て
お
り
、
今
回
は

８
月
１９
日
〜
９
月
６
日
に
大

阪
市
内
の
２
５
２
社
か
ら
回

答
を
得
た
。

同
調
査
に
よ
る
と
、
７
〜

９
月
期
の
自
社
業
況
Ｄ
Ｉ
値

（
「
好
転
」
か
ら
「
悪
化
」
を

引
い
た
指
数
）
は
マ
イ
ナ
ス

１３
・
１
と
前
回
調
査
か
ら
１

・
９
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

売
上
額
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス

６
・
０
（
前
回
調
査
か
ら
１

・
３
ポ
イ
ン
ト
低
下
）、資
金

繰
り
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス
１３

・
５
（
前
回
調
査
か
ら
１
・

３
ポ
イ
ン
ト
低
下
）、従
業
員

数
過
不
足
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ

ス
１７
・
９
（
前
回
調
査
か
ら

３
・
３
ポ
イ
ン
ト
低
下
）
と

な
っ
た
。

「
経
営
上
の
問
題
点
」
で

は
、「
仕
入
れ
単
価
の
上
昇
」

が
小
売
業
で
１７
期
連
続
、
卸

売
業
で
１０
期
連
続
第
１
位
。

製
造
業
で
は
前
回
調
査
に
引

き
続
き
「
原
材
料
価
格
の
上

昇
」
が
第
１
位
と
な
っ
た
。

ま
た
、サ
ー
ビ
ス
業
で
は「
利

用
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
」
に

加
え
て
「
材
料
等
仕
入
れ
原

価
の
上
昇
」
が
第
１
位
と
な

り
、
引
き
続
き
原
材
料
価
格

や
仕
入
れ
原
価
の
上
昇
が
経

営
上
の
課
題
に
な
っ
て
い

る
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
５
１

特
許
庁
で
登
録
さ
れ
た
地

域
団
体
商
標
（
地
域
ブ
ラ
ン

ド
）
の
登
録
状
況
を
北
海
道

か
ら
順
番
に
紹
介
す
る
。
ま

ず
大
阪
の
一
覧
を
取
り
上
げ

る
。
２
０
２
６
年
８
月
１
日

現
在
の
も
の
を
列
挙
す
る
。

�
泉
だ
こ
（
大
阪
府
漁
業

協
同
組
合
、
指
定
商
品
『
大

阪
府
内
で
加
工
し
た
ゆ
で
だ

こ
』）�和

泉
木
綿
（
泉
州
織
物

工
業
協
同
組
合
、
指
定
商
品

『
泉
州
で
製
織
さ
れ
た
綿
織

物
』）�大

阪
泉
州
桐
箪
笥
（
大

阪
泉
州
桐
箪
笥
製
造
協
同
組

合
、
指
定
商
品
『
泉
州
で
製

造
さ
れ
た
桐
製
の
箪
笥
』）

�
大
阪
仏
壇
（
大
阪

宗
教
用
具
商
工
協
同
組

合
、
指
定
商
品
『
大
阪

製
法
に
よ
り
製
造
さ
れ

た
仏
壇
』）

�
大
阪
欄
間
（
大
阪
欄
間

工
芸
協
同
組
合
、
指
定
商
品

『
大
阪
産
の
木
製
彫
刻
欄

間
』）	堺

打
刃
物
（
堺
刃
物
商

工
業
協
同
組
合
、
指
定
商
品

『
堺
周
辺
由
来
の
技
術
で
製

造
さ
れ
た
刃
物
』）



堺
線
香
（
堺
線
香
協
同

組
合
、
指
定
商
品
『
堺
産
の

線
香
』）

�
堺
刃
物
（
堺
刃
物
商
工

業
協
同
組
合
、指
定
商
品『
堺

周
辺
技
術
で
生
産
さ
れ
た
包

丁
・
鋏
』）

�
泉
州
タ
オ
ル
（
大
阪
タ

オ
ル
工
業
組
合
、
指
定
商
品

『
泉
州
産
の
タ
オ
ル
』）



泉
州
水
な
す
（
大
阪
泉

州
農
業
協
同
組
合
、
指
定
商

品『
泉
州
地
域
の
水
な
す
』）

�
八
尾
若
ご
ぼ
う
（
大
阪

中
河
内
農
業
協
同
組
合
、
指

定
商
品
『
八
尾
市
産
の
若
ご

ぼ
う
』）

次
回
か
ら
は
北
海
道
か
ら

順
次
紹
介
す
る
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
１６
日
、

第
３０
回
常
議
員
会
を
開
き
、
�

理
事
の
選
任
の
同
意
�
会
員
加

入
�
委
員
会
の
設
置
（
案
）
�

定
款
の
一
部
変
更
（
案
）
�
第

１
回
臨
時
議
員
総
会
に
上
程
す

る
議
案
	
退
任
役
員
へ
の
感
謝

状
贈
呈
�
�
に
つ
い
て
審
議

し
、
了
承
し
た
。

ま
た
、
�
２
０
２
６
年
度
１

号
議
員
選
挙
の
結
果
�
大
阪
商

工
会
議
所
×
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構

ま
ち
な
か
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
第
２
弾
「
大
阪
城
東

部
地
区（
Ｕ
Ｒ
森
之
宮
ビ
ル『
ほ

と
り
で
』
等
）
で
の
実
証
実
験
」

の
実
施
�
「
新
事
業
共
創
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
事
業
開
始

�
「
令
和
８
年
熊
本
地
震
」
災

害
支
援
金
の
報
告
�
�
に
つ
い

て
報
告
し
た
。◇

な
お
、
常
議
員
会
後
の
会
員

数
は
法
人
２
万
３
５
２
５
、
団

体
１
０
２
７
、
個
人
８
３
７
４

の
合
計
３
万
２
９
２
６
と
な
っ

た
。

▼詳細は
こちら

新事業の社会実装を目指す
中小企業・スタートアップ

１２月１８日まで募集

▼第３回の
詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

中
小
企
業

景
況
調
査

�世界最高の技術 日本繊維産業の復活を目指す�

グリーン分野の最新技術が大阪へ

第
１８５
回
の
結
果

韓国とＮＺから新興８社
日本企業との共創めざす

▼詳細は
こちら

常常
議議
員員
会会
開開
くく

世
界
最
前
線
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

�１０８�

大
阪
で
触
れ
る
機
会
に
１００
人

杉本特許事務所
所長・弁理士 杉本 勝�

大阪府での登録は１１のブランド

会員交流大会
１２月２３日に 元

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
監
督
の
西
野
朗
氏
が
講
演

地域ブランド③

▼詳細は
こちら

�
令
和
８
年
熊
本
地
震
�災
害
支
援
金

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

大
阪
ニ
ッ
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
工
業
協
同
組
合
理
事
長

あ
ら

い

と
し

ひ
ろ

荒
井

敏
博
氏

知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的
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産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

新事業共創
プラットフォーム

中
小
・
新
興
の
新
事
業
社
会
実
装

１２
月
２
日

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
議
論

新
事
業
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
会
第
１
回
を
開
催

第
３
回
は
１１
月
６
日

（２）２０２６年（令和８年）１０月２５日 日曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１４０６
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掲載内容の照会は、各社・団体へお願いします。
　また、取引は当事者間の責任で行ってください。会員情報会員情報会員情報会員情報

自社紹介コーナー

　当欄は大阪商工会議所に新たに入会された会員紹介の
コーナーです。掲載内容の照会は、各社・団体へお願い
します。また、取引は当事者間の責任で行ってください。

初めまして！

新入会員 で
す
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大商ビジネススクール 研修・採用支援担当☎6944・6421
場所は原則、大商で。
kensyu2@osaka.cci.or.jp
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人 に 伝 え る 極 意 と そ の 手 法 を 学 ぶ ！人 に 伝 え る 極 意 と そ の 手 法 を 学 ぶ ！人 に 伝 え る 極 意 と そ の 手 法 を 学 ぶ ！人 に 伝 え る 極 意 と そ の 手 法 を 学 ぶ ！
伝わるプレゼン１日集中講座【実践編伝わるプレゼン１日集中講座【実践編】伝わるプレゼン１日集中講座【実践編】伝わるプレゼン１日集中講座【実践編】
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ＩＳ Ｏ 1 4 0 0 1 内 部 監 査 員 研 修ＩＳ Ｏ 1 4 0 0 1 内 部 監 査 員 研 修ＩＳ Ｏ 1 4 0 0 1 内 部 監 査 員 研 修ＩＳ Ｏ 1 4 0 0 1 内 部 監 査 員 研 修
ＩＳＯ14001：2026内部監査員を１日で養成！合格者には修了証書を発行ＩＳＯ14001：2026内部監査員を１日で養成！合格者には修了証書を発行ＩＳＯ14001：2026内部監査員を１日で養成！合格者には修了証書を発行ＩＳＯ14001：2026内部監査員を１日で養成！合格者には修了証書を発行
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契 約 の し く み と 法 律 実 務 基 礎 講契 約 の し く み と 法 律 実 務 基 礎 講 座契 約 の し く み と 法 律 実 務 基 礎 講 座契 約 の し く み と 法 律 実 務 基 礎 講 座
契 約 ト ラ ブ ル を 未 然 に 回 避 す る契 約 ト ラ ブ ル を 未 然 に 回 避 す る ！契 約 ト ラ ブ ル を 未 然 に 回 避 す る ！契 約 ト ラ ブ ル を 未 然 に 回 避 す る ！

																																		
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 																																	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

新入・若手社員　ビジネスマナーの基本講座新入・若手社員　ビジネスマナーの基本講座新入・若手社員　ビジネスマナーの基本講座新入・若手社員　ビジネスマナーの基本講座
円滑にコミュニケーションを図るためのビジネスマナーを学ぶ円滑にコミュニケーションを図るためのビジネスマナーを学ぶ円滑にコミュニケーションを図るためのビジネスマナーを学ぶ

強い会社を作る経営幹部の数字の見方・使い方講座強い会社を作る経営幹部の数字の見方・使い方講座強い会社を作る経営幹部の数字の見方・使い方講座強い会社を作る経営幹部の数字の見方・使い方講座
数字を見える化したら業績が挙がるという命題を数字の見せ方と見方から解説！数字を見える化したら業績が挙がるという命題を数字の見せ方と見方から解説！数字を見える化したら業績が挙がるという命題を数字の見せ方と見方から解説！

期待を上回る成果を上げ、リーダーとしての価値を磨く！期待を上回る成果を上げ、リーダーとしての価値を磨く！期待を上回る成果を上げ、リーダーとしての価値を磨く！期待を上回る成果を上げ、リーダーとしての価値を磨く！
次 世 代 女 性 リ ー ダ ー 育 成 講 座次 世 代 女 性 リ ー ダ ー 育 成 講 座次 世 代 女 性 リ ー ダ ー 育 成 講 座次 世 代 女 性 リ ー ダ ー 育 成 講 座

新規事業のつくり方・事業計画の立て方講座新規事業のつくり方・事業計画の立て方講座新規事業のつくり方・事業計画の立て方講座新規事業のつくり方・事業計画の立て方講座
会社の新規事業を任せられてお困りではありませんか？

Photoshopの基本操作を習得し、画像編集をマスターする！Photoshopの基本操作を習得し、画像編集をマスターする！Photoshopの基本操作を習得し、画像編集をマスターする！Photoshopの基本操作を習得し、画像編集をマスターする！
P h o t o s h o pP h o t o s h o p 基 本 講 座基 本 講 座P h o t o s h o p 基 本 講 座P h o t o s h o p 基 本 講 座

�建設現場の内業をサポート

阪奈土木
�０６・７７７７・６７１２

阪奈土木では建設現場の内業全般を行
っています。図面修正や横断図作成、道
路使用許可などの各種申請書類、出来形
書類の作成を代行。さらにTRENDPOI
NT等を活用した最新の3Dデータ処理に
も対応し、現場のICT化を強力にバック
アップします。

�現場課題を形に

�システムアイ
�０６・６３９０・８８０８

製造業向けCAD／CAMソフトウェア
を自社開発しています。設計から加工ま
でを支える製品開発に加え、お客様ごと
の運用に合わせたカスタマイズにも対
応。現場の声をもとに、材料・残材管理
など新たな課題解決システムの開発にも
取り組んでいます。

大阪商工会議所は、「強い会社
を作る経営幹部の数字の見方・
使い方講座」を開催する。
数字に弱い経営幹部・管理職

が多いと、企業は客観的な議論
ができず、現状を見誤ってしま
い、経営において次の一手を打
つことができなくなる。
同講座では、なぜ「数字力」

が必要なのか、どこの「数字」
をどのように見ればいいのかを
詳しく解説し、経営者・経営幹

部・管理職が身
に付けておきた
い経営に生かせ
る「数字力」を、
感覚的、体感的
に強化すること
を目指す。講師

は、御堂筋税理士法人の隣友也
税理士。１２月１１日午前
１０時～午後５時。

大阪商工会議所は、「伝わるプ
レゼン１日集中講座【実践編】」
を開催する。
用意してきたプレゼンを練習
しながらスキルアップを目指す
実践型セミナー。内容構成やス
ライドデザイン、話し方などを
講師や他受講者からの改善アド
バイスで、さらに伝わるプレゼ
ンができるようになる。事前課
題あり。

講師は、日本
プレゼンテーシ
ョン教育協会の
西原猛代表理
事。１２月３日午
前１０時３０分～午
後５時３０分。ワ

ンストップビジネスセ
ンター大阪本町（大阪
市西区）で。

隣友也氏
西原猛氏

�集客・販促・入札を支援

�アド・リード
�０６・６６３１・８１７０

１９９９年創業。LINEによるリピーター獲
得、グルメサイトでの新
規集客、官公庁・自治体
の入札情報サービスま
で、企業・店舗の集客・
販路拡大を幅広くサポー
ト。

�企業の成長を支える人材育成

エデュテックコネクト�
�０６・７６５３・２４５１

実務に直結する人材育成の実現に取り
組んでいます。
IT・DX領域を中心

に、実務で活かせる教育
を提供し、継続的な成長
をサポートしています。

大阪商工会議所は、「ＩＳＯ
１４００１内部監査員研修」を開催す
る。
環境マネジメントシステムＩ
ＳＯ１４００１は、組織の活動におけ
る環境との関わりを明確にし、
日常業務において管理可能な環
境活動を行うことで、ＳＤＧｓ
やカーボンニュートラルを含め
た組織に求められる環境対応が
具体化できる。
同研修では、ＩＳＯ１４００１の仕

組みを解説する
とともに、要求
事項の内容や監
査方法について
演習を交えて理
解する。
講師は、エル

アンドピーネットワークの橋本
佳和代表取締役。１２月
３日午前１０時～午後５
時。

大阪商工会議所は、「次世代女
性リーダー育成講座」を開催す
る。
次世代の女性リーダーに身に

つけてほしい「マインド」「スキ
ル」を学ぶことで、勇気と自信
を抱き、期待を上回る成果を上
げ、質の高い仕事ができるリー
ダーを目指す。
後進のロールモデルとなる女

性リーダーとして表彰された

「大阪サクヤヒ
メ表彰」受賞者
が講師を務め
る。
講師は、アビ

リートの中越味
子代表取締役。

来年１月１３日午前１０時
～午後５時。

�女性の力を組織の資源に

�ＨＡＮＡＥＭＩ
�０５０・３５６２・６５８９

女性特有の健康課題の視点から、女性
活躍・健康経営につながる職場づくりを
支援。職場の現状を把握し、課題を分析。
研修を含め、各社に合わせた取り組みを
ご提案しています。女性従業員だけでな
く、管理職による適切なラインケアの実
践に最も力を入れています。

�音声ペンと独自教材で学ぶ中国語

�日中総合学習学院
�０６・６９４０・７１８５

上海で２２年の実績
大阪で開校しまし
た。独自の教材と専用音声ペンで、自宅
でも正しい発
音が身に付き
ます。

橋本佳和氏 中越味子氏

大阪商工会議所は、「新規事業
のつくり方・事業計画の立て方
講座」を開催する。
継続的な成長のためには新事

業の開拓が欠かせないが、どう
始めればいいか悩む方は多い。
同講座では、新事業を立ち上

げ、運営するための全体システ
ムを知り、周囲を巻き込むスト
ーリー性のある事業計画書の作

り方を学ぶ。そ
して、新事業に
取り組む際の心
構えを半日で会
得する。
講師は、ゼー

タコン
サルティングの杉田英
樹代表取締役。来年１
月１４日午後１～５時。

大阪商工会議所は、「契約のし
くみと法律実務基礎講座」を開
催する。
営業や法務・経理担当社員向
けに、多くの訴訟や紛争を経験
し、企業法務の実務に日頃から
関わっている弁護士が、よくあ
る失敗例や残念な条項例を紐解
き、法律や契約における「モノ
の見方・考え方」（規範的思考

力）、「立証の智
慧と工夫」のノ
ウハウをわかり
やすく伝授す
る。
講師は、色川

法律事
務所の鳥山半六弁護士
・弁理士。１２月８日午
後１～５時。

�店舗の集客をサポートします

�カンリー
�０１２０・９３・３４８６

当社は店舗ビジネスの
集客支援に特化し、全国
１３万店舗を支援していま
す。AIやデジタルを活用
したサービスで、店舗の
集客・運営をサポートい
たします。

�通報窓口を構築から運用まで

�Ｄｒｏｐ
�０５０・３６１２・７９５４

内部通報窓口の設置に悩む中小企業向
けに、匿名通報アプリとAI分析を用いた
窓口サービス「coe com
pany」を運営。窓口の設
計から受付・分析・報告
まで一貫して支援してい
ます。

杉田英樹氏
鳥山半六氏

大阪商工会議所は、グラフィ
ックソフト「Photoshop基本講
座」を開催する。
同講座では、定番の画像加工

ソフトであるPhotoshopの基本
操作を１日で学ぶ。画像解像度、
カラーモード、保存形式等の画
像ファイルに関する一般的な用
語を解説し、Photoshopによる

画像合成、色調補正、画像の切
り抜き、レタッチの基本を身に
つける（ＰＣ・ソフトは会場で
用意）。
講師はＴｏｏ専属講師。来年

１月１５日午前１０時～午
後５時、江戸堀ヤタニ
ビル（大阪市西区）で。

大阪商工会議所は、「新入・若
手社員 ビジネスマナーの基本
講座」を開催する。
社会人としての第一歩は、良
好な人間関係と信頼の構築から
始まる。基本的なビジネスマナ
ーに加え、職場での良好なコミ
ュニケーションの方法を、豊富
な演習を交えながら即実践でき
るスキルとして習得する。

講師は、日本
プレゼンテーシ
ョン教育協会の
渡邊暁美氏。１２
月１０日午前１０時
３０分～午後５時
３０分。

ワンストップビジネス
センター大阪本町（大
阪市西区）で。

明
治
以
降
、
大
阪
を
舞
台

に
活
躍
し
た
企
業
家
た
ち
の

「
企
業
家
精
神
」
を
伝
え
る

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
、
人
材
育
成
・
研
修
の
場

と
し
て
多
く
の
企
業
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。

同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
１２
月

３
日
、
採
用
・
育
成
担
当
者

を
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー
と
見
学

会
を
開
催
す
る
。
キ
ャ
リ
ア

支
援
や
企
業
の
人
材
採
用
・

育
成
支
援
で
定
評
が
あ
り
、

豊
富
な
講
演
実
績
を
持
つ
パ

ー
ソ
ナ
ル
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
研
究

所
の
今
恒
男
氏
が
、
若
手
従

業
員
の
人
材
育
成
・
定
着
に

つ
い
て
話
す
。
セ
ミ
ナ
ー
後

は
、
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
活

用
事
例
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
館
内
見
学
の
機
会
を
提
供

す
る
。

午
後
３
時
〜
４
時
３０
分
、

同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
チ

ェ
ン
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
と
題
し

て
、
注
目
度
の
高
い
様
々
な

テ
ー
マ
に
関
す
る
講
演
を
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
す
る
。

近
年
、
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

が
実
世
界
で
認
識
・
判
断
・

行
動
す
る
「
フ
ィ
ジ
カ
ル
Ａ

Ｉ
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

同
講
演
で
は
、
フ
ィ
ジ
カ

ル
Ａ
Ｉ
の
基
礎
か
ら
最
新
技

術
と
社
会
実
装
の
現
状
、
さ

ら
に
人
手
不
足
や
技
能
継
承

と
い
っ
た
中
小
企
業
の
課
題

に
対
し
、
Ａ
Ｉ
と
ロ
ボ
ッ
ト

が
経
営
や
現
場
を
ど
の
よ
う

に
変
え
て
い
く
の
か
を
紹
介

す
る
。
講
師
は
ゼ
ッ
ト
ア
イ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
名
倉

誠
代
表
取
締
役
。

配
信
期
間
は
１２
月
９
〜
２３

日
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支

援
担
当
�
６
９
４
４
・
６
４

９
９

渡邊暁美氏

�伝わるビジネス文書＆メール
の書き方講座
～基本・応用・実践の３ステ
ップで分かりやすく学ぶ�
大阪商工会議所は、「伝わるビジ

ネス文書＆メールの書き方講座」
を開催する。
「誰が読んでも正確に伝わる文

書を書く力」は必要不可欠なスキ

ルだが、学ぶ機会がないまま仕事
に就く方は多い。
同講座では、「相手に伝わり成果

が上がる文書力」にねらいを定め、
基本マナーからワンランク上の書
く技術までを、演習を通して実践
的に学ぶ。
日 時 １１月１１日１０：００

～１７：００
講 師 ビジネスプラス

サポートの菓子

田圭子人財育成プロデュ
ーサー

�労働・社会保険実務の基礎講
座 実践編・秋�全２回�
～人気プログラムにつき秋に
も開催�演習を交えながら実
務を習得�
大阪商工会議所は、「労働・社会

保険実務の基礎講座 実践編・秋
�全２回�」を開催する。
採用から退職までの手続き、異

動や変更時の対応、各保険料の徴
収事務、重要な給付の申請など、
年間を通じて行う業務について、
申請用紙などを用いた演習や実際
の書式例を交えて実務を習得す
る。受講後も使える豊富なテキス
トが好評の人気講座。
日 時 １１月１２、１９日（全２回）

両日とも１３：００～１７：００
講 師 升谷社労士事務

所の升谷浩樹所
長

若
手
の
育
成
・
定
着
に

講
演
会
と
見
学
会

▼詳細は
こちら

Ａ
Ｉ
で
経
営
・
現
場
を
変
え
る

１２
月
９
日
か
ら
配
信

▼詳細は
こちら

２０２６年１１月～２０２７年１月開催の講座・研修

２０２６年（令和８年）１０月２５日 日曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１４０６（３）
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セミナー・イベント 

部　会
大商会員限定

検定試験　受験対策講座 
検定担当　16944・6430

全
５
回
に
わ
た
っ
て
お
届
け
し
て

き
た
「
中
小
企
業
の
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）活
用
」も
今
回
が
最
終
回
で
す
。

最
後
は
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
上
で

知
っ
て
お
き
た
い
注
意
点
と
、
今
後

の
可
能
性
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。

■
注
意
点
�
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン

生
成
Ａ
Ｉ
は
非
常
に
便
利
な
ツ
ー

ル
で
す
が
、
出
力
さ
れ
る
情
報
が
必

ず
し
も
正
確
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
も

っ
と
も
ら
し
い
文
章
で
、
事
実
と
異

な
る
情
報
を
生
成
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
「
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ

ン（
幻
覚
）」と
呼
び
ま
す
。
生
成
Ａ

Ｉ
が
作
成
し
た
文
章
や
数
字
は
、
必

ず
人
の
目
で
確
認
す
る
習
慣
が
大
切

で
す
。

■
注
意
点
�
Ａ
Ｉ
は
否
定
し
な
い

生
成
Ａ
Ｉ
は
利
用
者
の
気
持
ち
に

寄
り
添
い
、
肯
定
的
に
反
応
す
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。「
こ
の
計
画
ど
う
思

う
？
」
と
聞
け
ば
、
問
題
の
あ
る
計

画
で
も
「
良
い
と
思
い
ま
す
」
と
答

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｉ
の
意

見
を
参
考
に
し
な
が
ら
も
、
最
終
的

な
判
断
は
必
ず
自
分
自
身
で
行
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

■
注
意
点
�
個
人
情
報
・
機
密
情
報

生
成
Ａ
Ｉ
の
入
力
画
面
に
、
顧
客

の
個
人
情
報
や
社
内
の
機
密
情
報
を

入
力
す
る
こ
と
は
避
け
て
く
だ
さ

い
。
入
力
し
た
内
容
が
Ａ
Ｉ
の
学
習

デ
ー
タ
に
使
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
社
内
ル
ー
ル
を
定
め
、
入
力

し
て
よ
い
情
報
と
、
し
て
は
い
け
な

い
情
報
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

■
注
意
点
�
著
作
権
へ
の
配
慮

画
像
生
成
Ａ
Ｉ
や
文
章
生
成
Ａ
Ｉ

が
作
成
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
著
作
権

は
、
現
時
点
で
は
法
整
備
が
追
い
つ

い
て
い
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
特

に
画
像
生
成
Ａ
Ｉ
は
既
存
の
作
品
を

学
習
し
て
い
る
た
め
、
商
用
利
用
の

際
に
は
各
ツ
ー
ル
の
利
用
規
約
を
必

ず
確
認
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

■
注
意
点
の
ま
と
め

４
つ
の
注
意
点
を
お
伝
え
し
ま
し

た
が
、
難
し
く
考
え
す
ぎ
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
情
報
を
鵜
呑
み
に
し

な
い
」「
最
終
判
断
は
自
分
で
行
う
」

「
個
人
情
報
は
入
力
し
な
い
」「
利
用

規
約
を
確
認
す
る
」
こ
の
４
点
を
押

さ
え
て
お
け
ば
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
中
小

企
業
に
と
っ
て
非
常
に
頼
も
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
り
ま
す
。

■
生
成
Ａ
Ｉ
は
ま
だ
発
展
段
階

現
在
の
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
ま
だ
進
化

の
途
中
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
で

驚
く
ほ
ど
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、

技
術
の
進
歩
は
今
も
止
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
。
数
カ
月
ご
と
に
新
機
能
が
追

加
さ
れ
、
で
き
る
こ
と
の
幅
が
広
が

り
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
の

よ
う
な
世
界
が
広
が
っ
て
い
く
の

か
、
そ
の
可
能
性
を
見
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

■
今
後
の
可
能
性
�

業
務
の
さ
ら
な
る
自
動
化

近
い
将
来
、
複
数
の
業
務
を
自
動

で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
「
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
」
の
活
用
が
中
小
企
業
に
も

広
が
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
指

示
を
一
つ
出
す
だ
け
で
、
調
査
・
文

章
作
成
・
送
信
ま
で
を
自
動
で
こ
な

す
時
代
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま

す
。

■
今
後
の
可
能
性
�

バ
イ
ブ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
知
識
が
な
く

て
も
、
や
り
た
い
こ
と
を
言
葉
で
伝

え
る
だ
け
で
シ
ス
テ
ム
や
ア
プ
リ
が

作
れ
る
「
バ
イ
ブ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
」

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
社
専
用

の
業
務
ツ
ー
ル
を
外
注
せ
ず
、
自
分

た
ち
で
作
れ
る
時
代
が
す
で
に
始
ま

っ
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
可
能
性
�

Ａ
Ｉ
組
織
と
い
う
新
し
い
働
き
方

人
間
と
Ａ
Ｉ
が
役
割
を
分
担
し
な

が
ら
協
働
す
る
「
Ａ
Ｉ
組
織
」
と
い

う
概
念
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

単
純
作
業
や
情
報
整
理
は
Ａ
Ｉ
に
任

せ
、
人
間
は
創
造
性
や
判
断
力
が
必

要
な
仕
事
に
集
中
す
る
�
�
。
そ
ん

な
働
き
方
が
中
小
企
業
に
も
浸
透
し

て
い
く
で
し
ょ
う
。

■
ま
と
め

生
成
Ａ
Ｉ
は
正
し
く
使
え
ば
、
中

小
企
業
に
と
っ
て
心
強
い
味
方
に
な

り
ま
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら
一
つ
ず

つ
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
全
５
回

の
ご
愛
読
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て

ご
不
明
な
点
や
ご
相
談
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
大
阪
商
工
会
議
所
経
営
相

談
室
Ｉ
Ｔ
担
当
ま
で
、
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
１２
月

１７
日
、「
Ａ
Ｉ
検
索
時
代
の
店

舗
集
客
セ
ミ
ナ
ー
＆
相
談

会
」
を
開
く
。

近
年
、
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

に
「
お
す
す
め
の
お
店
」
を

尋
ね
た
際
、
回
答
の
約
６９
％

が
グ
ー
グ
ル
の
店
舗
情
報
を

根
拠
に
し
て
い
る
と
い
う
デ

ー
タ
が
あ
る
。
Ａ
Ｉ
の
推
薦

理
由
と
口
コ
ミ
の
内
容
が
一

致
す
る
割
合
も
高
く
、
グ
ー

グ
ル
マ
ッ
プ
の
店
舗
情
報
と

口
コ
ミ
が
、
Ａ
Ｉ
か
ら
選
ば

れ
る
か
を
大
き
く
左
右
し
て

い
る
。

Ｇ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
の
布

村
優
太
氏
が
登
壇
。
最
新
デ

ー
タ
を
も
と
に
、
Ａ
Ｉ
検
索

時
代
に
店
舗
が
「
見
つ
け
て

も
ら
う
」「
選
ば
れ
る
」た
め

に
今
す
ぐ
取
り
組
む
べ
き
ポ

イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す
く
解

説
す
る
。

セ
ミ
ナ
ー
後
は
、
個
別
相

談
会
を
実
施
。
パ
ソ
コ
ン
の

画
面
を
見
な
が
ら
、
そ
の
場

で
「
ま
ず
で
き
る
こ
と
」
に

取
り
組
む
実
践
の
時
間
も
設

け
る
。
起
こ
す
べ
き
ア
ク
シ

ョ
ン
が
分
か
ら
な
い
事
業
者

に
、
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出

す
機
会
を
提
供
す
る
。
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
、
大

商
で
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
４
０

◆ＥＰＡ利用勉強会 繊維編
経済連携協定（ＥＰＡ）の利用

（特定原産地証明書の取得）まで
の考え方や手続きの流れを解説す
る。今回は繊維分野にフォーカス
し、企業の実務担当者が理解すべ
き手続きのプロセスや注意点につ
いて、これまでの相談事例などの
実例を交えて学ぶ機会。
講師は大阪商工会議所国際部の

孫康忠課長。
日 時 １１月１０日９：３０～１２：００
場 所 大阪商工会議所
問合せ 国際部

�６９４４・６４１１
◆仕事ですぐに使える�実践�グ
ローバルビジネス英会話講座
対面・オンラインの会議やプレ

ゼンテーション、ディスカッショ
ンでのコミュニケーション術とい
ったビジネスにおける英語スピー
キングの基礎を実践演習とロール
プレイで学ぶ。講師はイー・グロ
ーブの島村東世子代表取締役。
日 時 １２月２日１０：００～１７：００
場 所 大阪商工会議所
問合せ 国際部

�６９４４・６４１１

◆マテリアル、機械、化学・エネ
ルギー３部会合同視察会～北九州
で学ぶ、イノベーション最前線
「フィジカルＡＩ」「次世代エネ
ルギー」「先進ものづくり」などを
テーマに５社を巡る。来年１月２６
日は安川電機と次世代エネルギー
パークを見学。同２７日は松本工業
・豊前工場、戸畑製作所、Ｔｒｉ
Ｏｒｂ・八幡オフィスを見学予
定。部会員限定。
日 程 来年１月２６～２７日（１泊

２日）
場 所 ＪＲ小倉駅で集

合・解散
問合せ 産業・技術振興

担当�６９４４・６３００

◆日商簿記２級講座
�本町教室平日コース�
日 時 １２月７日～来年３月２５日

（全２６回）１８：３０～２１：
００

場 所 ミライフ本町教
室（大阪市中央
区）

◆日商簿記２級講座
�本町教室土曜コース�
日 時 １２月１２日～来年３月１３日

（全１２回）１０：００～１２：
３０／１３：３０～１６：００（原
則、１日２コマ。７回と
１２回のみ３コマ目の１６：
１０～１８：４０あり）

場 所 ミライフ本町教
室（大阪市中央
区）

◆日商簿記３級講座
�本町教室平日コース�
日 時 １２月１５日～来年２月１９日

（全１６回）１８：３０～２０：
５０

場 所 ミライフ本町教
室（大阪市中央
区）

◆日商簿記３級講座
�本町教室日曜コース�
日 時 １２月２０日～来年２月２１日

（全８回）
１０：００～１２：２０／１３：００
～１５：２０（１日２コマ）

場 所 ミライフ本町教
室（大阪市中央
区）

◆日商簿記３級講座
�新大阪教室土曜コース�
日 時 １２月１９日～来年２月２０日

（全８回）
１２：００～１４：２０／１４：３０
～１６：５０（１日
２コマ）

場 所 ミライフ新大阪
教室（大阪市淀
川区）

◆ビジネス会計検定 ２級受験対
策WEB講座【オンデマンド配信】
開講期間 来年３月２６日まで

�視聴可能期
間１６週間、全
２１講座（約９
時間）�

◆ビジネス会計検定 ３級受験対
策WEB講座【オンデマンド配信】
開講期間 来年３月２６日まで

�視聴可能期
間１２週間、全
１８講座（約８．５
時間）�

大
阪
商
工
会
議
所
は
１１
月

２０
日
、「
大
阪
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

産
業
振
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の

事
業
と
し
て
「
第
２
回
繊
維

海
外
販
路
開
拓
セ
ミ
ナ
ー
〜

台
湾
編
」
を
開
く
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
領
域
に
特

化
し
海
外
展
開
支
援
を
多
数

手
が
け
る
ワ
ー
ル
ド
・
モ
ー

ド
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の

松
本
眞
人
・
執
行
役
員
グ
ル

ー
プ
事
業
推
進
部
部
長
兼
国

際
事
業
推
進
課
課
長
が
「
台

湾
」
を
テ
ー
マ
に
販
路
開
拓

を
成
功
へ
導
く
マ
イ
ン
ド
と

実
践
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
講

演
。
２
０
２
０
年
に
台
湾
・

新
光
三
越
の
董
事
長
を
務

め
、
現
在
は
日
本
ブ
ラ
ン
ド

の
台
湾
進
出
を
支
援
す
る
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
躍

す
る
Ｔ
Ｊ
Ｉ
Ｐ
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
の
村
上
英
之
代
表

取
締
役
を
交
え
て
ト
ー
ク
セ

ッ
シ
ョ
ン
も
実
施
。
台
湾
市

場
の
最
新
動
向
と
進
出
戦
略

を
、
豊
富
な
知
見
と
と
も
に

届
け
る
。
午
後
３
〜
５
時
、

大
商
で
。
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

は
１２
月
２
日
の
オ
ン
ラ
イ
ン

個
別
相
談
会
に
参
加
可
能
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
９
３

一般社団法人ＩＴＣサ
ポーターズ代表理事
デザインエッグス代表
ＩＴコーディネータ

大
阪
商
工
会
議
所
は
１１
月

１２
日
、
次
世
代
産
業
に
お
け

る
新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
を
促
進

す
る「『
次
世
代
テ
ッ
ク
フ
ォ

ー
ラ
ム
』
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

防
衛
・
防
災
ク
ラ
ス
タ
ー

合
同
会
議
」
を
開
く
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

拡
大
や
電
力
需
要
の
増
加
、

災
害
時
の
非
常
用
電
源
ニ
ー

ズ
を
背
景
に
必
要
性
が
高
ま

る
「
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵

（
Ｌ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
）
」
を
テ
ー
マ
に

事
業
機
会
を
探
る
。

基
調
講
演
で
は
、
三
菱
総

合
研
究
所
電
力
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
本
部
の
長
谷
川
功
・
デ
マ

ン
ド
サ
イ
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
が
、

Ｌ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
の
必
要
性
が
高
ま

る
背
景
や
主
要
な
技
術
方
式

の
特
徴
を
解
説
す
る
。

事
例
発
表
で
は
、
液
化
空

気
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
の
商
用

化
に
取
り
組
む
住
友
重
機
械

工
業
、
砂
利
蓄
熱
技
術
な
ど

の
技
術
開
発
を
行
うESR

EE
Energy

が
登
壇
。

具
体
的
な
取
り
組
み
や
今
後

の
展
望
な
ど
を
発
表
す
る
。

適
用
領
域
や
コ
ス
ト
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
異
な
る
Ｌ

Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
お
い
て
、
新
た
な

事
業
機
会
を
探
る
絶
好
の
機

会
。午
後
２
〜
５
時
、大
商

で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

▼
専
門
相
談
の
案
内
は

こ
ち
ら

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
１２

月
２２
〜
２３
日
、
カ
ナ
ダ
・
バ

ン
ク
ー
バ
ー
で
、
炙
り
寿
司

を
中
心
と
し
た
高
品
質
な
和

食
レ
ス
ト
ラ
ン
や
食
品
販
売

事
業
を
展
開
す
る
「A

bur
i
R
estaurants

C
an

ada
Ltd.

」
と
の
オ
ン
ラ

イ
ン
個
別
商
談
会
を
開
く
。

近
年
、
カ
ナ
ダ
で
は
、
日

本
食
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ

ア
食
品
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
お
り
、
日
本
産
食
品
の
輸

出
先
と
し
て
有
望
な
市
場
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
同
社
が
運

営
す
る
「A

buri
M
ar

ket

」
な
ど
へ
の
販
路
開
拓

に
向
け
、
北
米
で
ま
だ
広
く

流
通
し
て
い
な
い
高
付
加
価

値
な
加
工
食
品
・
飲
料
・
冷

凍
食
品
を
は
じ
め
、
レ
ス
ト

ラ
ン
向
け
の
業
務
用
食
品
や

訪
日
外
国
人
に
人
気
の
雑
貨

商
品
な
ど
を
希
望
す
る
。

カ
ナ
ダ
市
場
へ
の
輸
出
や

現
地
で
の
販
路
開
拓
を
目
指

す
企
業
に
と
っ
て
、
現
地
バ

イ
ヤ
ー
と
日
本
語
で
商
談
で

き
る
貴
重
な
機
会
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
大
阪

府
内
の
中
小
企
業
や
創
業
希

望
者
を
対
象
に
、
弁
護
士
、

社
会
保
険
労
務
士
、税
理
士
、

中
小
企
業
診
断
士
な
ど
専
門

家
に
よ
る
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
る
（
表
）。

相
談
は
面
談
・
電
話
と
も

可
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
７
２

大
阪
商
工
会
議
所
北
支
部

（
支
部
長
�
寺
内
俊
太
郎
・

大
阪
冶
金
興
業
社
長
）
は
、

東
淀
川
区
商
店
会
連
盟
、
東

淀
川
区
と
協
働
し
、「
第
９
回

東
淀
川
ま
ち
ゼ
ミ
」
を
１１
月

１
〜
３０
日
に
開
く
。

「
ま
ち
ゼ
ミ
」
は
、
お
店

の
店
主
が
講
師
と
な
り
、
プ

ロ
な
ら
で
は
の
コ
ツ
な
ど
を

無
料
で
紹
介
す
る
少
人
数
講

座
を
各
店
で
行
う
事
業
。「
薬

膳
茶
の
つ
く
り
か
た
」「
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
ピ
ッ
チ
ン
グ
講

座
」「
家
の
片
づ
け
、
そ
の
後

の
動
き
方
」
な
ど
、
全
１２
講

座
が
行
わ
れ

る
。

【
問
合
せ
】
北

支
部
�
６
１
３

０
・
５
１
１
２

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
「
関
西
文
化
の
日
」
に

協
力
し
、
１１
月
１４
、
１５
日
を

入
館
料
無
料
で
開
館
す
る
。

五
代
友
厚
や
広
岡
浅
子
、

鳥
井
信
治
郎
ら
総
勢
１
０
８

人
の
企
業
家
が
抱
い
た
高
い

志
、
創
意
工
夫
、
旺
盛
な
挑

戦
心
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
機
会
。

「
関
西
文
化
の
日
」と
は
、

参
加
登
録
し
た
関
西
の
美
術

館
な
ど
の
入
場
料
が
各
館
指

定
の
期
間
無
料
と
な
る
も

の
。
関
西
広
域
連
合
、
関
西

元
気
文
化
圏
推
進
協
議
会
、

関
西
観
光
本
部
が
主
催
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１ お店の店主が講師となり、プロなら

ではのコツや考え方を伝授する

２０２６年度 専門相談
時間

午後２～４時

午前９時３０分～正午

午後１～４時

午前１０時～正午、
午後１～４時

午後１～５時

午後１～５時

午後１～５時

午前９時～正午、
午後１～５時

午前１０時～正午

日時、場所は調整のうえお知らせします

�相談回数�◎印の分野は、それぞれ１年度につき５回まで。
☆印の分野は、当該分野間をまたいで１年度につき合計５回
まで。※曜日、時間を変更する場合あり。※大阪府の補助金
「小規模事業経営支援事業費補助金」を受けて実施。

曜日

月～金曜日

火・水・木曜日

月・金曜日

月～金曜日

水曜日

第４週木曜日

第２・４週火曜日

火・木曜日

第１木曜日

分野

◎法律

◎人事労務・メンタルヘルス対策

◎経理・会計、税務

☆新事業開発・創業

☆ＩＴ（情報技術）

☆ものづくり・技術

☆営業・マーケティング

金融

取適法、独占禁止法

知的財産
（特許、商標、意匠など）

大阪商工会議所
経営相談室 専門相談員
鈴木 克彦氏

▶詳細は
こちら

�
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
�が
テ
ー
マ

技
術
の
全
体
像
と
事
業
機
会
探
る

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

台
湾
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
市
場
の
販
路
開
拓

カ
ナ
ダ
市
場
進
出
へ
商
談
会

最
新
動
向
と
進
出
戦
略

レ
ス
ト
ラ
ン
・
食
品
販
売
事
業
者
と

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ
現現場場活活用用ののリリアアルル

�最終回�

ＡＩの注意点と今後の可能性

正
し
く
使
い
心
強
い
味
方
に

Ａ
Ｉ
検
索
時
代
の
店
舗
集
客

�
選
ば
れ
る
�た
め
の
ポ
イ
ン
ト
解
説

プロならではのコツを紹介

東淀川まちゼミ
全１２講座 １１月開催

１１
月
１４
、１５
日
は

�
関
西
文
化
の
日
�

専
門
家
が

ア
ド
バ
イ
ス

（４）２０２６年（令和８年）１０月２５日 日曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１４０６



大大商商ののががんんばばるる会会員員ささんんをを紹紹介介ししまますす！！

新
規
で
の
出
展
は
１
２
４

企
業
・
団
体
。
業
種
別
で
は

サ
ー
ビ
ス
が
６７
社
（
前
回
６１

社
）、
紙
・
印
刷
が
３１
社（
同

１９
社
）、建
設
・
建
材
が
１９
社

（
同
１４
社
）
と
増
加
。
近
年

見
ら
れ
た
金
属
、
機
械
・
器

具
・
部
品
へ
の
出
展
者
の
集

中
が
や
や
薄
れ
、
幅
広
い
業

種
に
出
展
者
が
分
散
す
る
傾

向
と
な
っ
た
。

開
会
式
で
は
、
黒
田
章
裕

副
会
頭
が
「
万
博
で
示
さ
れ

た
新
し
い
技
術
や
サ
ー
ビ
ス

が
次
の
段
階
へ
動
く
『
万
博

の
そ
の
先
』
を
考
え
る
う
え

で
も
、
本
日
の
大
阪
勧
業
展

は
重
要
な
場
だ
。
多
業
種
型

総
合
展
示
商
談
会
は
、
普
段

は
関
係
が
薄
い
異
業
種
企
業

と
の
思
わ
ぬ
出
会
い
が
特
色

で
あ
り
、
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
追
加
し
た
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
チ
ャ
ッ
ト
ボ

ッ
ト
を
、
マ
ッ
チ
ン
グ
に
活

用
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

出
展
者
か
ら
は
「
図
面
や

具
体
的
な
話
が
あ
っ
た
」「
出

展
者
同
士
で
取
引
先
を
紹
介

し
て
い
た
だ
い
た
」「
工
場
訪

問
す
る
話
が
あ
っ
た
」「
見
積

も
り
や
商
談
の
予
定
が
決
ま

っ
た
」「
普
段
、
関
わ
る
こ
と

の
無
い
企
業
様
と
知
り
合
う

こ
と
が
で
き
た
」「
サ
ン
プ
ル

加
工
の
お
話
が
あ
る
」
な
ど

の
声
が
あ
が
っ
た
。

来
場
者
か
ら
は
「
次
回
開

催
時
も
参
加
し
た
い
」「
出
展

に
興
味
が
あ
る
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
９
３

大
阪
・
関
西
万
博
閉
幕
１

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
２
０
２
５

Ｆ
ｕ
ｔ
ｕ

ｒ
ｅ
ｓ

Ｓ
ｕ
ｍ
ｍ
ｉ
ｔ
」

（
主
催
�
公
益
社
団
法
人
２

０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会

協
会
）
が
１３
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

阪
ホ
ー
ル（
大
阪
市
中
央
区
）

で
開
か
れ
た
。

万
博
の
公
式
参
加
者
や
出

展
者
な
ど
、
招
待
者
約
１
０

０
０
人
が
集
い
、
大
阪
商
工

会
議
所
か
ら
は
、
鳥
井
信
吾

会
頭
ら
が
出
席
し
た
。

鳥
井
会
頭
は
大
阪
・
関
西

万
博
の
レ
ガ
シ
ー
の
広
が
り

を
ニ
ュ
ー
ス
番
組
風
に
紹
介

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
２
０
２
５

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ

Ｅ
Ｓ

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」に
登
壇
。

大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ

ン
に
４
３
２
社
が
出
展
し
た

「
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
中

小
企
業
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
社
会
実
装
を
支
援
す
る
仕

組
み
と
し
て
、
京
都
、
神
戸

商
工
会
議
所
と
と
も
に
「
新

事
業
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
を

紹
介
し
た
。

万
博
を
振
り
返
る
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
や
万
博
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
ら
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
未
来
へ
の
取
り
組

み
を
共
有
し
た
。

第
２
部
で
は
、
閉
幕
１
周

年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
帝

国
ホ
テ
ル
大
阪
（
大
阪
市
北

区
）
で
開
か
れ
た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
市
と

大
阪
市
は
今
年
、
姉
妹
都
市

提
携
４５
周
年
を
迎
え
る
。
大

商
と
ミ
ラ
ノ
商
工
会
議
所
も

１
９
８
８
年
に
協
力
合
意
書

を
締
結
し
て
お
り
、
両
地
域

間
の
交
流
は
現
在
も
密
接
に

行
わ
れ
て
い
る
。

５
日
に
実
施
し
た
大
阪
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に

は
、
両
国
関
係
者
含
め
、
９０

人
が
参
加
。
岡
副
部
会
長
の

ほ
か
、
横
山
英
幸
大
阪
市
長

や
同
行
し
た
在
阪
企
業
が
登

壇
し
、
大
阪
・
関
西
エ
リ
ア

の
高
度
な
も
の
づ
く
り
基

盤
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
集

積
な
ど
、
大
阪
の
魅
力
や
ビ

ジ
ネ
ス
機
会
を
説
明
。
さ
ら

に
、
万
博
を
契
機
に
整
備
さ

れ
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
環
境
な
ど
も
紹
介
し
、

大
阪
が
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を

狙
う
欧
州
企
業
に
と
っ
て
魅

力
的
な
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
た
。

一
方
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
第
３

の
都
市
で
あ
る
ウ
ッ
チ
市

は
、
首
都
ワ
ル
シ
ャ
ワ
と
３０

分
で
つ
な
ぐ
高
速
鉄
道
計
画

が
進
行
中
の
交
通
・
物
流
の

要
衝
。
同
時
に
、
伝
統
的
な

繊
維
産
業
に
加
え
、映
像
、Ｉ

ｏ
Ｔ
、
デ
ザ
イ
ン
と
い
っ
た

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
が
集

積
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ

ブ
に
転
換
し
た
重
要
ビ
ジ
ネ

ス
拠
点
で
あ
る
。最
近
で
は
、

日
本
の
大
手
製
薬
会
社
や
国

外
の
大
手
航
空
メ
ー
カ
ー
が

拠
点
を
設
置
す
る
な
ど
世
界

的
に
も
注
目
が
集
ま
る
。

昨
年
、
大
阪
・
関
西
万
博

を
契
機
に
大
阪
市
と
経
済
交

流
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し

て
お
り
、
今
後
、
大
阪
・
ウ

ッ
チ
両
地
域
の
企
業
間
交
流

を
促
進
す
る
た
め
、
今
回
の

ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し

た
。こ

こ
で
も
、
在
阪
企
業
含

む
日
本
企
業
４
社
が
聴
講
者

９０
人
に
シ
ョ
ー
ト
ピ
ッ
チ
を

行
っ
た
ほ
か
、
個
別
商
談
も

実
施
し
た
。
併
せ
て
、
ウ
ッ

チ
市
長
、
ウ
ッ
チ
経
済
特
区

社
長
な
ど
と
の
懇
談
会
も
開

催
。
同
市
の
歴
史
や
ビ
ジ
ネ

ス
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
な
ど
、
欧

州
市
場
を
見
据
え
た
事
業
展

開
の
理
解
を
深
め
た
。
参
加

企
業
か
ら
は「
治
安
も
良
く
、

優
秀
な
人
材
も
多
い
た
め
、

高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
感
じ

た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

大
商
は
引
き
続
き
、
今
回

の
訪
問
を
通
じ
て
築
い
た
官

民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
、
会
員
企
業
の
欧
州
展
開

支
援
事
業
に
取
り
組
む
。
ま

た
、イ
ン
ド
経
済
視
察
団（
１１

月
）
や
米
国
・
ラ
ス
ベ
ガ
ス

で
開
催
さ
れ
る
展
示
会
Ｃ
Ｅ

Ｓ
へ
の
共
同
出
展
（
来
年
１

月
）
な
ど
も
予
定
。
海
外
ミ

ッ
シ
ョ
ン
、
商
談
会
、
共
同

出
展
な
ど
を
通
じ
て
、
会
員

企
業
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
機
会

の
創
出
を
積
極
的
に
後
押
し

し
て
い
く
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
５
〜
９
日
、
大
阪
市
と
共
同
で
「
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
市
へ
の

ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ア
ー
」「
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ウ
ッ
チ
市
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ア
ー
」を
実
施
し
た
。
ミ

ラ
ノ
市
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ア
ー
は
、
貿
易
部
会
の
岡
広
史
副
部
会
長
（
伊
藤
忠
商
事
常

務
理
事
）
が
参
加
し
、
現
地
で
開
催
し
た
大
阪
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
、
大
阪

の
ビ
ジ
ネ
ス
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
ミ
ラ
ノ
市
長
へ
の
表
敬
訪
問
や
ミ
ラ

ノ
万
博
跡
地
の
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
（
ミ
ラ
ノ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
）
の
視
察
な
ど
を
行
っ
た
。

大
阪
商
工
会
議
所
、
堺
商
工
会
議
所
、
大
阪
府
商
工
会
連
合
会
は
、
大
阪
府
内
す
べ

て
の
商
工
会
議
所
・
商
工
会
と
連
携
し
１４
〜
１５
日
、
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
（
大
阪
市

中
央
区
）
で
「
大
阪
勧
業
展
２
０
２
６
」
を
開
い
た
。
２１
回
目
と
な
る
今
回
は
、
３
６

０
企
業
・
団
体
が
出
展
。
来
場
者
は
２
日
間
で
９
０
８
０
人
に
上
っ
た
。

「ＥＸＰＯ２０２５ ＦＵＴＵＲＥＳ ＮＥＷＳ」に登壇
する大商の鳥井信吾会頭（中央）ら�１３日、大阪市

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
女

性
の
起
業
促
進
や
ス
ケ
ー
ル

ア
ッ
プ
を
目
的
に
、
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
と
な
る
女
性
起
業
家

を
招
へ
い
し
た
「
ダ
イ
ア
ロ

ー
グ
＆
交
流
会
」
を
年
４
回

開
催
し
て
い
る
。

３
日
に
開
い
た
第
３
回

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
で
大

学
在
学
中
に
起
業
、
女
性
の

健
康
課
題
を
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
・
デ
ー
タ
で
解
決
す
る

事
業
を
展
開
す
る
Ｆ
ｌ
ｏ
ｒ

ａ
の
ア
ン
ナ
・
ク
レ
シ
ェ
ン

コ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
講
師
に
、
し
ゅ

う
め
い
の
松
田
政
美
代
表
を

モ
デ
レ
ー
タ
ー
に
迎
え
た
。

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
激
変
す
る
時
代
の
中
で

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
何
度
も

転
換
（
ピ
ボ
ッ
ト
）
し
た
背

景
や
、
国
内
外
で
チ
ー
ム
を

構
築
し
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開

す
る
仕
組
み
、
さ
ら
に
は
日

本
企
業
へ
導
入
を
推
進
し
た

プ
ロ
セ
ス
や
、
起
業
家
と
し

て
求
め
ら
れ
る
「
覚
悟
」
と

い
っ
た
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に

至
る
ま
で
、
深
く
率
直
な
対

話
が
交
わ
さ
れ
た
。

第
４
回
は
、
来
年
２
月
１３

日
に
開
催
予
定
。
講
師
は
、

実
身
美
の
大
塚
三
紀
子
代
表

取
締
役
。
２
０
０
２
年
に
大

阪
で
創
業
し
た
玄
米
と
野
菜

中
心
の
健
康
カ
フ
ェ
「
実
身

美
」
は
、
現
在
東
京
・
沖
縄

へ
も
展
開
し
て
い
る
。
店
舗

運
営
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
学

と
の
共
同
研
究
に
よ
る
玄
米

の
機
能
性
飲
料
開
発
や
健
康

効
果
の
科
学
的
検
証
な
ど
、

食
を
通
じ
た
新
た
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
７
２

�テープカットに臨む大商の黒田章裕副会
頭（左から４人目）と山本博史流通活性化
委員長（左端）ら�出展者と来場者との交
流でにぎわった�いずれも１４日、大阪市

講師のアンナ・クレシェンコ
・ＦｌｏｒａＣＥＯとモデレ
ーターの松田政美・しゅうめ
い代表が登壇した�３日、大
阪市

ステイルウォーターインク（西区、
三石能隆代表）は、自社アパレルブ
ランドである「ＴＵＲＮ ＭＥ ＯＮ
�」のデザインおよび卸小売を行って
いる。
三石代表は１９歳からサーフィンを
始め、世界各国の海でサーフィンに
没頭してきた経験から、サーフカル
チャーや欧米の空気感がブランドの
ベースとなっている。スタンダード
かつシンプルなデザインをコンセプ
トに、自然の中にいるような心地良
い素材感を追求。丁寧な縫製で、シ
ルエットも美しく、シンプルであり
ながら都会的で洗練されたスタイル
を実現している。海辺で過ごす時も、
街中を歩く時も、スタイリッシュで
心地良く過ごすことができ、着る人
のライフスタイルに寄り添うような
服作りを心がけている。

こふれ（住之江区、北中正紀代表
取締役）は１９７３年に創業。大阪南港
ＡＴＣに事務所を構える、パッケー
ジデザインや販促什器の企画・設計
を行うデザイン会社。紙の特性を活
かした設計技術で、商品の魅力を伝
えるパッケージを提案している。
この技術を応用した子ども向け遊

具としてダンボールドームや専用の
オリジナルボルト・ナットも独自開
発した。ボルトにはパナソニック製
の植物由来高機能素材「kinari」を採
用し、環境配慮と強度を両立。工具
不要で簡単に組み立てができ、繰り
返し利用できる設計で、安全性と施
工性を高めた。キッズプラザ大阪な
どのイベントや施設で活用されてお
り、北中氏は「今後も紙の
可能性を広げる製品を提案
していきます」と語る。

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
開

業
前
お
よ
び
開
業
間
も
な
い

方
を
対
象
と
し
た
「
開
業
ス

ク
ー
ル
」
を
８
月
２２
日
か
ら

計
５
回
開
催
し
、
３３
人
が
受

講
し
た
。

創
業
・
経
営
に
必
要
と
な

る
幅
広
い
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
学
び
、
受
講
生
が
自
身
の

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
具
体
化

し
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す

る
。
講
義
や
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
ビ
ジ
ネ
ス
を
多
角
的
に
捉

え
、
最
終
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
表

し
た
。

受
講
生
か
ら
は
、「
様
々
な

方
と
つ
な
が
り
、
創
業
に
関

す
る
知
識
が
増
え
た
」「
創
業

前
に
は
、
リ
サ
ー
チ
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
し
っ
か
り
と
考
え
る

こ
と
が
重
要
だ
と
分
か
っ

た
」「
様
々
な
角
度
か
ら
自
身

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
見
直
す
こ
と

が
で
き
た
」
と
の
声
が
寄
せ

ら
れ
た
。

９
月
１２
日
に
は
、
大
阪
企

業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪

問
。
先
輩
企
業
家
た
ち
の
挑

戦
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
学
び
、
企
業
家
精
神
に

触
れ
た
。受
講
生
か
ら
は「
先

輩
企
業
家
も
数
々
の
失
敗
を

経
験
し
て
成
功
を
つ
か
ん
だ

こ
と
を
知
り
、
自
分
も
挑
戦

し
て
い
こ
う
と
励
み
に
な
っ

た
」
と
の
声
が
あ
っ
た
。

大
商
は
今
後
も
、
優
秀
な

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
府
内
の

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
に
推
薦
す
る
と
と
も
に
、

資
金
調
達
や
販
路
開
拓
な

ど
、
企
業
経
営
に
あ
た
っ
て

生
じ
る
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
伴
走
支
援
を
行
う
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
７
２

�ミラノ工科大学で大阪とミラノの産学連携について
意見交換し記念撮影をする大商の岡広史貿易部会副部
会長（左端）ら�ミラノの工場跡地を活用したビジネ
スインキュベーション施設を視察する大商の岡広史貿
易部会副部会長（右端）ら�いずれも５日、ミラノ

大阪企業家ミュージアムで記念
撮影する「開業スクール」受講
者�９月１２日、大阪市

大
阪
商
工
会
議
所
は
１

日
、
カ
ナ
ダ
商
工
会
議
所
か

ら
ビ
ジ
ネ
ス
代
表
団
が
来
阪

す
る
機
会
を
捉
え
、「
カ
ナ
ダ

商
工
会
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ッ

シ
ョ
ン

セ
ミ
ナ
ー
＆
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
」を
開
い
た
。

カ
ナ
ダ
市
場
に
関
心
を
持
つ

日
本
企
業
な
ど
か
ら
３９
人
が

参
加
。

カ
ナ
ダ
側
か
ら
は
約
１０
人

の
企
業
関
係
者
が
参
加
し
、

各
社
が
自
社
の
事
業
内
容
や

日
本
企
業
と
の
連
携
に
向
け

た
期
待
な
ど
を
紹
介
し
た
。

続
い
て
、
カ
ナ
ダ
商
工
会
議

所
か
ら
、
カ
ナ
ダ
市
場
の
概

況
や
最
新
の
貿
易
動
向
に
つ

い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
後
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

で
は
、
参
加
者
と
カ
ナ
ダ
企

業
に
よ
る
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
ビ
ジ
ネ

ス
の
可
能
性
の
あ
る
企
業
と

出
会
え
た
」「
米
加
貿
易
摩
擦

の
影
響
を
踏
ま
え
、
日
本
と

の
貿
易
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
に
期
待
し
た
い
」
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０「カナダ商工会議所ビジネスミ

ッション」でセミナー講演をす
るカナダ商工会議所の役員�１
日、大商

ＴＵＲＮ ＭＥ ＯＮ�のフルライン
が揃う直営店と三石代表

コミュニケーションを育むダンボー
ル遊具

�
開
業
ス
ク
ー
ル
�に
３３
人

受
講
者
が
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
発
表

女
性
起
業
家
に
学
ぶ
交
流
会

次
回
は
来
年
２
月
１３
日

ミミ
ララ
ノノ
とと
ウウ
ッッ
チチ
へへ
のの
ビビ
ジジ
ネネ
スス
ツツ
アア
ーー

サーフィン好きが営むスタイリッシ
ュで心地よいアパレルショップ紙の設計技術で広がる遊び空間

大阪勧業展に９０８０人来場
異業種企業との思わぬ出会いも

鳥
井
会
頭
が
新
事
業
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
紹
介

万
博
閉
幕
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
で

大
阪
の
事
業
機
会
を
Ｐ
Ｒ

視
察
と
個
別
商
談
も
実
施

カ
ナ
ダ
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
代
表
団

日
本
側
３９
人
と
交
流
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大阪商工会議所は、中期計画「共に創る や
ってみなはれ！ 大阪プラン」の中で「中小企
業の事業承継支援」に取り組んでいます。
問合せ 事業承継・再生支援担当

�６９４４・６２５７

「
後
継
者
は
い
な
い
が
、
取
引
先
や
従
業
員
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
。
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
ほ
し
い
」「
他
の
事
業

を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
よ
り
新
分
野
に
進
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
だ
が
」
�
�
こ
う
し
た
相
談
を
受
け
て
い
る
の

が「
大
阪
府
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
大
阪
商
工
会
議
所
が
国
の
委
託
を
受
け
て
設

置
・
運
営
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
事
業
承
継
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

農
業
経
験
ゼ
ロ
か
ら
育
て
た

観
光
農
園

農
業
経
験
ゼ
ロ
か
ら
始

め
、
２０
年
か
け
て
育
て
て
き

た
ぶ
ど
う
園
を
次
の
世
代
へ

�
�
。
岸
和
田
市
内
で
観
光

農
園
を
営
む
脇
田
勝
之
社
長

は
今
、
栽
培
技
術
だ
け
で
な

く
、
顧
客
と
の
信
頼
や
現
場

の
知
恵
、
農
園
へ
の
思
い
ま

で
含
め
た
事
業
承
継
を
進
め

て
い
る
。後
継
者
は
、同
農
園

で
５
年
間
勤
務
し
て
き
た
園

田
弥
紗
子
氏
。
大
阪
府
事
業

承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ

ー
が
両
者
の
間
に
入
り
、
来

年
１
月
の
本
格
的
な
承
継
に

向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。

脇
田
社
長
は
、
も
と
も
と

農
業
と
は
縁
の
な
い
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
だ
っ
た
。次
女
の「
一

緒
に
や
ら
な
い
か
」
と
い
う

一
言
を
き
っ
か
け
に
、
貝
塚

市
の
農
園
で
５
年
間
働
き
な

が
ら
栽
培
技
術
を
習
得
。
試

行
錯
誤
を
重
ね
、
現
在
で
は

直
売
だ
け
で
な
く
、
ふ
る
さ

と
納
税
や
ネ
ッ
ト
販
売
、
洋

菓
子
店
な
ど
へ
販
路
を
広
げ

た
。親
か
ら
子
、孫
へ
と
３
世

代
に
わ
た
っ
て
訪
れ
る
リ
ピ

ー
タ
ー
も
い
る
。

５
年
間
と
も
に
働
い
た
園
田

氏
へ

２０
年
と
い
う
節
目
を
迎

え
、課
題
と
な
っ
た
の
が「
誰

に
、ど
の
よ
う
に
託
す
か
」だ

っ
た
。後
継
者
の
園
田
氏
は
、

栽
培
だ
け
で
な
く
経
理
事
務

に
も
携
わ
り
、
農
園
を
支
え

て
き
た
。
手
書
き
伝
票
中
心

だ
っ
た
注
文
管
理
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
発

信
に
も
力
を
入
れ
る
な
ど
、

新
し
い
取
り
組
み
も
進
め
て

い
る
。
今
後
は
大
粒
品
種
を

含
む
複
数
品
種
の
食
べ
比
べ

を
楽
し
め
る
農
園
づ
く
り
を

進
め
、
将
来
的
に
は
雇
用
を

増
や
し
、
岸
和
田
の
ぶ
ど
う

を
よ
り
広
く
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
言
わ
な
く
て
も
分
か
る
」が

承
継
で
は
難
し
い

長
年
一
緒
に
働
い
て
き
た

二
人
だ
が
、
承
継
の
話
を
始

め
る
と
、
何
を
譲
渡
す
る
の

か
、従
業
員
の
雇
用
、譲
渡
対

価
、農
地
の
扱
い
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
浮
か
び
上
が

っ
た
。
近
い
関
係
だ
か
ら
こ

そ
遠
慮
が
生
ま
れ
、
本
音
を

言
葉
に
し
に
く
い
場
面
も
あ

っ
た
。

そ
こ
で
セ
ン
タ
ー
が
「
対

話
の
交
通
整
理
」を
担
っ
た
。

設
備
、果
樹
、顧
客
、従
業
員
、

農
地
な
ど
、
引
き
継
ぐ
も
の

を
一
つ
ず
つ
確
認
し
、
譲
渡

対
価
や
税
務
、
支
払
方
法
に

つ
い
て
も
双
方
の
認
識
を
整

理
。
農
地
法
上
の
手
続
き
も

確
認
し
、
２
０
２
６
年
５
月

に
は
基
本
合
意
書
を
締
結
し

た
。
２
０
２
６
年
中
は
伴
走

期
間
と
し
て
一
緒
に
運
営

し
、
２
０
２
７
年
１
月
に
事

業
譲
渡
契
約
書
を
締
結
す
る

予
定
で
あ
る
。

第
三
者
が
「
真
ん
中
に
寄
せ

る
」

園
田
氏
は
セ
ン
タ
ー
の
支

援
を
「
そ
れ
ぞ
れ
外
を
向
い

て
い
た
も
の
を
、
真
ん
中
に

寄
せ
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
感

じ
で
す
」と
振
り
返
る
。第
三

者
が
双
方
の
思
い
を
整
理
し

て
伝
え
る
こ
と
で
対
話
が
進

み
、園
田
氏
自
身
も「
自
分
が

こ
の
農
園
を
引
き
継
ぐ
」
と

い
う
覚
悟
を
固
め
て
い
っ

た
。

思
わ
ぬ
危
機
が
育
て
た
「
経

営
者
の
覚
悟
」

そ
の
伴
走
期
間
中
、
園
田

氏
に
大
き
な
試
練
が
訪
れ

た
。
薬
剤
変
更
時
の
共
有
と

確
認
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
薬
害
が
発
生
し
、
さ

ら
に
長
雨
も
う
ど
ん
こ
病
に

つ
な
が
り
、
販
売
で
き
る
ぶ

ど
う
が
大
き
く
減
少
し
た
。

園
田
氏
は
ス
タ
ッ
フ
一
人

ひ
と
り
に
事
情
を
説
明
し
て

謝
罪
。
傷
の
あ
る
ぶ
ど
う
は

訳
あ
り
品
と
し
て
販
売
す
る

ほ
か
、ジ
ュ
ー
ス
や
ア
イ
ス
、

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
へ
の
加
工

も
検
討
し
た
。
薬
剤
や
希
釈

濃
度
の
書
面
確
認
、
重
要
事

項
の
共
有
、
作
業
記
録
な
ど

再
発
防
止
策
も
整
え
た
。
失

敗
に
向
き
合
い
、説
明
し
、次

の
対
策
を
考
え
る
経
験
は
、

経
営
者
と
し
て
の
覚
悟
を
一

段
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
。

技
術
だ
け
で
な
く「
お
客
様
」

も
引
き
継
ぐ

現
在
も
脇
田
社
長
は
農
園

に
立
ち
、
栽
培
技
術
に
加
え

て
、「
こ
の
お
客
様
は
こ
の
品

種
が
好
き
」「
毎
年
こ
の
時
期

に
注
文
し
て
く
だ
さ
る
」
と

い
っ
た
顧
客
一
人
ひ
と
り
の

情
報
も
伝
え
て
い
る
。
２０
年

か
け
て
築
い
た
顧
客
と
の
信

頼
関
係
も
、
次
世
代
へ
渡
す

大
切
な
経
営
資
産
だ
か
ら

だ
。

「
任
せ
た
ら
、と
こ
と
ん
任
せ

る
」脇

田
社
長
が
大
切
に
す
る

の
は「
任
せ
た
ら
、と
こ
と
ん

任
せ
る
」こ
と
。
た
だ
し
、
信

頼
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
口
約

束
で
済
ま
せ
る
の
で
は
な

く
、誰
が
何
を
、ど
の
条
件
で

引
き
継
ぐ
の
か
を
話
し
合

い
、
必
要
な
こ
と
は
文
書
に

残
す
。
人
間
関
係
と
契
約
の

両
方
を
整
え
る
こ
と
が
、
承

継
後
の
良
好
な
関
係
に
つ
な

が
る
。

先
代
は
山
へ
、
後
継
者
は
農

園
の
未
来
へ

引
継
ぎ
後
、
脇
田
社
長
は

趣
味
の
登
山
を
さ
ら
に
楽
し

み
た
い
と
い
う
。一
方
、園
田

氏
は
、
先
代
が
築
い
た
栽
培

技
術
、顧
客
、信
用
を
守
り
な

が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、新
品
種
、新
た
な
販
売
方

法
も
取
り
入
れ
て
い
く
考
え

だ
。事

業
承
継
と
は
、
設
備
や

事
業
を
単
に「
渡
す
」こ
と
で

は
な
い
。果
樹
、顧
客
、仕
事

の
段
取
り
、
従
業
員
や
地
域

と
の
関
係
、
そ
し
て
失
敗
か

ら
得
た
教
訓
ま
で
を
次
の
世

代
へ
つ
な
ぐ
こ
と
で
も
あ

る
。ぶ
ど
う
園
で
は
今
、２
０

２
７
年
１
月
の
本
格
承
継
に

向
け
、
先
代
と
後
継
者
が
丁

寧
な
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
進
め

て
い
る
。

電気による熱風を利用した「ろう付け」
技術を持つ福島製作所（守口市）は、後継
者不在を背景に第三者承継を進め、２０２６年
７月１７日、八尾市の光伸との吸収合併によ
り新たなスタートを切った。
承継を考えるきっかけの一つは、顧客か

らの「２人でやっているのですか」という
言葉だった。技術には自信があっても、少
人数では会社の継続性に不安を持たれる。
「会社名より、長年培った技術を次世代へ
残したい」と第三者承継を決断した。
売り手側のＭ＆Ａ支援はＭ＆Ａイノベー

ションの西下純平氏が担い、大阪府事業承
継・引継ぎ支援センターでは田坂駿佑サブ
マネージャー（ＳＭ）が相談窓口となった。
安井重樹氏は、公的機関であることに加え、
田坂ＳＭが弁護士であったことにも安心感
があり、「いいところに相談した」と振り返
る。

複数候補との面談を経て光伸との協議が
進展。光伸は福島製作所の商談にも参加し、
顧客からの技術評価や安井氏との信頼関係
を直接確認した。この�一緒に仕事をする�
過程が双方の不安を和らげ、信頼を深めた。
合併後も安井氏らは勤務を続け、光伸の

若手社員へ技術や顧客との関係を承継。
「人」と「技術」を未来へつなぐ第三者承
継の好例となっている。

（右から）元福島製作所の安井重樹氏、光伸の
後藤晋司社長、Ｍ＆Ａイノベーションの西下純
平氏、大阪府事業承継・引継ぎ支援センターの
田坂駿佑ＳＭ

�「あさつゆ愛のぶどう園」の脇田勝之社長（左）と後継者の
園田弥紗子氏�脇田社長が園田氏にぶどう栽培を指導する�い
ずれも岸和田市

▽創 業 ２００６年
▽所 在 地 大阪府岸和田市畑町
▽事業内容 観光農園「

私
が
近
づ
く
と
、
す
ぐ

分
か
る
ら
し
い
ん
で
す
」。取

引
先
に
そ
う
茶
化
さ
れ
た
と

笑
う
Ａ
社
長
。
明
る
く
大
き

な
声
、
弾
け
る
よ
う
な
笑
い

声
、
そ
し
て
周
囲
ま
で
ぱ
っ

と
華
や
ぐ
雰
囲
気
。
彼
女
が

社
長
に
就
任
し
て
か
ら
、
職

場
に
は
笑
顔
が
増
え
た
と
い

う
。「
社
長
が
明
る
い
と
会
社

ま
で
明
る
く
な
る
」。ま
さ
に

そ
ん
な
存
在
で
あ
る
。

Ｂ
社
長
は
、
会
社
の
財
務

状
況
を
従
業
員
に
オ
ー
プ
ン

に
共
有
し
て
い
る
。「
ど
う
し

た
ら
も
っ
と
利
益
が
出

る
？
」
と
、
給
湯
室
で
和
気

あ
い
あ
い
と
話
し
な
が
ら
、

黒
字
化
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
う
。
数
字
の
話
で
あ
り
な

が
ら
、
ど
こ
か
楽
し
そ
う
で

あ
る
。
社
員
を
巻
き
込
み
、

前
向
き
な
空
気
を
つ
く
る
の

も
彼
女
の
経
営
ス
タ
イ
ル
で

あ
る
。

少
し
前
ま
で
、
妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

は
難
し
く
、
ま
し
て
や
経
営

な
ど
な
お
さ
ら
と
い
う
空
気

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
時
代

は
確
実
に
変
わ
っ
て
い
る
。

先
日
お
会
い
し
た
Ｃ
社
の

女
性
後
継
者
は
、
な
ん
と
臨

月
で
あ
っ
た
。「
子
育
て
は
家

族
に
大
い
に
甘
え
ま
す
。
早

く
父
の
よ
う
な
経
営
者
に
な

り
た
い
」。
そ
う
話
す
表
情

は
、
と
て
も
晴
れ
や
か
で
あ

っ
た
。

セ
ン
タ
ー
に
着
任
し
て
以

来
、
多
く
の
女
性
経
営
者
に

お
会
い
し
て
き
た
。
皆
さ
ん

に
共
通
す
る
の
は
、
覚
悟
が

定
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
迷
い

が
少
な
い
こ
と
、
社
員
を
常

に
気
に
か
け
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
堅
実
で
真
面
目
で
あ

る
こ
と
だ
。
そ
こ
に
、
ピ
ン

チ
を
笑
顔
で
受
け
止
め
る
度

量
と
温
か
さ
が
加
わ
る
。

大
阪
ら
し
く
言
え
ば
、「
オ

カ
ン
の
よ
う
な
経
営
」
だ
ろ

う
か
。
厳
し
さ
の
中
に
愛
情

が
あ
り
、
人
を
巻
き
込
み
な

が
ら
会
社
を
前
へ
進
め
る
。

そ
の
あ
た
り
に
、
輝
く
女
性

経
営
者
の
秘
密
が
隠
れ
て
い

る
よ
う
に
思
う
。

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
の
２

０
２
５
年
調
査
に
よ
る
と
、

大
阪
府
の
女
性
社
長
は
約
６

万
６
０
０
０
人
で
、
女
性
社

長
は
お
よ
そ
６
人
に
１
人
と

い
う
計
算
だ
。
今
後
さ
ら
に

女
性
経
営
者
が
増
え
、
会
社

や
地
域
に
新
た
な
彩
り
を
添

え
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。
そ
ん
な
未
来
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
。

事
業
承
継
が
円
滑
に
進
ま

な
け
れ
ば
、
技
術
や
ノ
ウ
ハ

ウ
な
ど
貴
重
な
経
営
資
源
や

雇
用
機
会
が
失
わ
れ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
バ
リ
ュ
ー
チ

ェ
ー
ン
が
寸
断
さ
れ
る
こ
と

か
ら
地
域
経
済
全
体
に
深
刻

な
ダ
メ
ー
ジ
を
及
ぼ
し
か
ね

な
い
。
こ
う
し
た
事
態
を
打

開
す
る
た
め
、
大
阪
商
工
会

議
所
は
、「
大
阪
府
事
業
承

継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
設
置
し
、
事
業
承
継

に
詳
し
い
専
門
家
が
幅
広
く

相
談
に
応
じ
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で

は
、
親
族
内
承
継
も
含
め
た

事
業
承
継
の
全
体
の
進
め
方

や
後
継
者
不
在
の
場
合
の
事

業
引
継
ぎ
の
手
法
な
ど
の
相

談
に
対
し
、
事
業
承
継
支
援

に
精
通
し
た
専
門
家
が
対
応

す
る
。

大
阪
府
内
に
所
在
す
る
中

小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
以

下
の
よ
う
な
相
談
に
専
門
家

が
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
例
え

ば
、「
後
継
者
が
い
な
い
。今

後
ど
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ

る
の
か
」
「
事
業
を
後
継
者

に
継
が
せ
る
に
は
、
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
け
ば
よ
い
の

か
」
「
自
社
を
他
の
企
業
に

譲
渡
し
た
い
が
、
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
よ
い
か
」
「
仮
に

今
、
Ｍ
＆
Ａ
に
取
り
組
ん
だ

と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
点

が
課
題
に
な
る
か
」
「
他
社

の
経
営
資
源
を
引
継
ぎ
、
事

業
を
拡
大
さ
せ
た
い
が
…

…
」
な
ど
。

２
０
１
１
年
１０
月
の
開
設

以
来
、
約
１
万
件
の
相
談
対

応
を
行
い
、
約
７
０
０
件
の

事
業
承
継
を
完
了
さ
せ
て
き

た
。

【
問
合
せ
】
事
業
承
継
・
再

生
支
援
担
当
�
６
９
４
４
・

６
２
５
７

大
阪
商
工
会
議
所
が
設
置

す
る
大
阪
府
事
業
承
継
・
引

継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
は
大
阪

弁
護
士
会
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
と
共
催
で
１１
月
１７
日
、

「
安
心
・
安
全
な
Ｍ
＆
Ａ
を

実
現
す
る
地
域
連
携
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
〜
３
つ
の
支
援
機
関

と
事
業
者
が
語
る
、
支
援
の

現
場
〜
」
を
開
催
す
る
。

地
域
の
事
業
承
継
課
題
や

中
小
企
業
の
成
長
支
援
に
お

い
て
、
ス
モ
ー
ル
Ｍ
＆
Ａ
の

重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
共

催
の
３
者
が
連
携
し
、
安
心

・
安
全
な
Ｍ
＆
Ａ
を
支
え
る

現
場
の
取
り
組
み
や
実
践
事

例
を
多
角
的
に
紹
介
す
る
。

基
調
講
演
「
中
小
Ｍ
＆
Ａ

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
最
前
線
」

に
は
髭
野
淳
平
弁
護
士
が
登

壇
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
「
ス
モ
ー
ル
Ｍ
＆
Ａ
の

リ
ア
ル
を
語
る
」
に
は
、
日

本
政
策
金
融
公
庫
の
高
倉
洋

介
氏
、
大
阪
弁
護
士
会
の
中

村
真
二
氏
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
か
ら
桑
原
康
臣
氏
と
大

野
将
治
氏
、
シ
ン
プ
ル
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
研
究
所
の
山
元
雅

宏
代
表
取
締
役
、
大
阪
府
事

業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
の
兼
田
亜
貴
統
括
責
任

者
が
登
壇
す
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
午
後
２

〜
４
時
、
事
業
承
継
相
談
会

は
午
後
４
〜
５
時
、
大
阪
弁

護
士
会
館
（
大
阪
市
北
区
）

で
。

【
問
合
せ
】
事
業
承
継
・
再

生
支
援
担
当
�
６
９
４
４
・

６
２
５
７

大阪府事業承継・引継ぎ支援センターは、
２０１１年の開設以来、約７００件の事業承継を完
了させてきた

中小企業の事業引継ぎ ハンズオン支援

「「事事業業承承継継・・ＭＭ＆＆ＡＡのの舞舞台台裏裏」」̶̶支支援援現現場場かかららのの本本音音メメッッセセーージジ̶̶

輝
く
女
性
経
営
者
、

そ
の
秘
密
は
？

第
５
章

▼詳細は
こちら

▼センター
のＨＰ

あ
さ
つ
ゆ
愛
の
ぶ
ど
う
園

観
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技術を未来へつなぐ
第三者承継

福島製作所と光伸
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明るさと覚悟で会社を動かす、女性経営者たち

事業承継支援に精通した
専門家が幅広く相談対応

大阪府事業承継・引継ぎ支援センター安心・安全なＭ＆Ａ実現へ
１１月１７日

地域連携シンポジウム
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